
主な内容
子育て支援に関するニーズ調査の結果をお知らせします‥

納税は便利な口座振替で！！‥‥‥‥‥

総合サービス室は役場の総合案内窓口です‥

防災ワンポイントコーナー‥‥‥‥‥

第39回児童生徒読書感想文コンクール‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「給食おいしいでしょ？！」
おひさま保育園（清水節子園長）の給食時間の様子です。おひさ
ま・川湯両保育園では保護者の皆さんからの要望を受けて、今年
度は月に一度、保護者向けの給食試食会を行っています。子ど
もたちが普段食べている給食を一緒に味わうとともに、園生
活を垣間見られる貴重な時間となっているようです。
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子育て支援に関するニーズ調査の結果をお知らせします
－子ども・子育て支援事業計画の策定に向けて ②－

この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の
病気など）により、お子さんを泊まりがけで家族以外に
みてもらわなければならないことはありましたか？

お子さんが生まれたとき、父母のいずれか、もしくは
双方が育児休業を取得しましたか？【複数回答】

上記のような状況があった場合、対処方法は？
【複数回答】

母親が育児休業を取得していない理由は「子育てや家事に専念

するため退職した」が最も多い。

２位以降は、就学前では「収入減となり、経済的に苦しくなる」

「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかっ

た）」、小学生では「その他」「収入減となり、経済的に苦しくなる」

「仕事が忙しかった」の順となっている。

父親が育児休業を取得していない理由は「配偶者が無職、祖父

母などの親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がな

かった」が最も多く、次いで「仕事が忙しかった」「職場に育児

休業を取りにくい雰囲気があった」の順となっている。

育児休業取得後、職場に復帰しましたか？

育児休業から職場復帰したのは、お子さんが何歳何カ
月のときですか？

実際に職場に復帰したときの子どもの年齢は「１歳～１歳６

カ月未満」が最も多く、次いで「６カ月～１歳未満」

希望する復帰時期は「１歳～１歳６カ月未満」「１歳６カ月以上」

が多かった。

育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利
用しましたか？

短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか？
【複数回答】 　町では、子ども・子育て支援法に規定される「子ども・子育

て支援事業計画」策定への取り組みを進めています。

　策定に先駆けて、町内の保育・教育ニーズを含む子育て支援

に関する潜在的な需要や、子育てに関する保護者の皆さんの

意識などを把握するため、アンケート調査を実施しました。

（調査期間／平成25年12月12日～平成26年１月15日）

　調査結果がまとまりましたので、先月に引き続き、内容の

一部を紹介します。

▼調査対象・回収数・回収率

　①町内居住の就学前児童／372人→224人（60.2%）

　②町内居住の小学校児童／371人→218人（58.8%）

自由回答から（一部抜粋）

子どもが病気のとき、どうしても休みを

取りづらく、すぐにかけつけることがで

きないこともある。弟子屈町は基本的に、フルタイム

で働きたい母親については働き

にくい環境。祖父母がいないとフ

ルでは働けない。

子育てをしながら働ける環境がもっと整備

されてほしいと思います。企業努力により、

勤め先でそうした制度（産・育休、時短）を設ける

ことは、小さな会社では困難なことだと思う

ので、町や国がそのような事務所を支援する

ことが必要なのではと思いました。

子どもが病気のときなどは保護者が仕事

を休むのが当たり前となるような、理解

のある職場が理想だと思います。
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問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

本町の子育ての環境や支援への満足度を教えてくだ
さい。

お子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教
育・保育の事業」を利用していますか？

お子さんは平日、どのような教育・保育の事業を利用
していますか？【複数回答】

教育・保育事業の利用日数は「週に５日」が最も多い。認可保育

所では「週に５日」が71％、「週に６日」が24％。

幼稚園の預かり保育のみを利用している子どもは５人。その

うち４人が「週５日」利用している。

１日当たりの利用時間は「８～９時間」が最も多い。認可保育所

では８時間以上が75%。

教育・保育事業の希望利用日数は「週に５日」が最も多い。認可

保育所では「週に５日」と「週に６日」に分かれている。

１日当たりの希望利用時間は「８～９時間」が最も多い。認可保

育所では「10時間」とする回答も多くみられた。

平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由
は何ですか？【複数回答】

平日に定期的に教育・保育の事業を利用していない理
由は何ですか？【複数回答】

現在利用している、利用していないに関わらず、お子
さんの平日の教育・保育事業として「定期的」に利用し
たい事業は何ですか？【複数回答】

　アンケートへのご協力、ありがとうございました。

　来月も、内容について紹介します。

保育園は募集が分かりにくく、保育料も

収入に合わせてとはっきりしていなく

て、預けたくても分からないことが多過

ぎる。年間の予定表や、各家庭に合った

サービスの情報を送ってほしい。

親が下の子の面倒を見ていても、上の子

が保育園に入れるようにしてほしい。

自由回答から（一部抜粋）

保育士の人数が少ない。

土曜保育を17時までやってくれているの

は大変ありがたいが、仕事をしている親

限定は厳しい。上の子の教育などのため

に時間がほしいときもある。

私立幼稚園しかないのが残念。

幼稚園の先生の人数が少なく感じる。

認可保育園に入れたいが、

保育料が高過ぎる。

保育ママについても、もっと

情報提供してほしい。

一時保育があればよいと思う。

保育園に併設された、病児保育のできる

場所があると助かる。

子育てサポートもよいのですが、日頃

通っている子育て支援センター「ひなた

ぼっこ」内で、ひなたぼっこ解放時間内で

の一時預かりをしてもらえたらいい。

子育てに関する支援などの情報が少ない

し、認知されるほど広まっていない。分かり

づらい、どこでやってるのかも分からない。

子育てサポート、利用できる時間帯

や対応できる人の数を多くするな

ど、制度の充実を。
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ぜひご利用を！

口 座 振 替
できるもの

町・道民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、住
宅使用料、保育料、介護保険料、上下水道使用料などです。

税目別納税通知書発送一覧

軽自動車税／４月発送済み

固定資産税／５月発送済み

町・道民税／６月上旬発送予定

国民健康保険税／６月中旬発送予定
申 し 込 み
手 続 き

取扱金融機関または役場税務課、川湯支所で預金通帳使
用の印鑑を持参し手続きをしてください。郵便貯金口座
での振り替えを利用される方は、申込書をご自分で郵便
局窓口に直接持参して手続きしてください。

取扱金融機関 釧路信用金庫本支店、北洋銀行本支店、摩周湖農業協同組
合、各郵便局です。

❑税目別納期一覧
　主な町税の納期は次のとおりとなっています。納期限を守って納税しましょう！

税　　目

町・道 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税

国民健康保険税

４月
１期

５月

１期

６月

１期
１期

７月

２期

２期

８月

２期
３期

９月

３期

４期

10月

３期
５期

11月

４期

６期

12月

４期
７期

１月

８期

２月

９期
※納期限は各月の月末です。月末が休日の場合は翌日になります。
※12月・２月の納期日は25日です。

納税は便利な口座振替で!!

6月分以降の児童手当を
受けるには現況届が必要です

児童手当を受給されている方へ

　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以降の児童手当を引き続き受ける要件（児童の監督や保護、生計同

一関係など）を満たしているかどうかを確認するためのものです。

　現況届の提出がない場合には６月分以降、手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。

▼現況届に必要な書類

児童手当現況届

健康保険被保険者証の写し（国民年金の方は不要です）

印鑑

今年の１月１日に本町に住民登録のなかった方／平成26年度所得（平成25年分）・扶養証明書

　※�配偶者を扶養していない方は配偶者分も必要となる場合があります。平成26年１月１日時点で住民登録をして

いた市区町村から取り寄せてください。

受給者と児童が別居している方

　○別居監護申立書

　○児童が町外に住民登録している場合は、その児童が属する世帯全員の住民票

�現在、児童手当用に登録している口座を変更したい方／通帳の写し。ただし、受給者の名義以外の口座に変更すること

はできません。

※必要に応じては、この他にも提出していただく書類があります。

▼提出場所／役場福祉こども課児童福祉係・川湯支所（受付時間／土・日曜日、祝日を除く８時45分～17時30分）

▼提出期限／６月30日㈪

問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

総合サービス室
総合案内窓口
は

役場の です

どうぞお気軽にご利用ください

問い合わせ先／役場環境生活課総合サービス室☎４８２‐２９３４（課直通）

「本人確認」をさせていだきます
　総合サービス室での戸籍・住民登録関係・印鑑登録などの手続きや証明書発行請求の際には、身分証明書を必ず

ご提示いただいています。

　なりすましによる証明書類の不正取得や、虚偽の届出などを防止するためです。ご理解とご協力をお願いします。

▼身分証明書となるもの

　「氏名・住所」または「氏名・生年月日」が確認できるものであることが前提です。

１点の提示でよいもの いずれか２点の提示が必要なもの

全て顔写真付きのもの

運転免許証

パスポート

住民基本台帳カード

身体障害者手帳

�国または地方公共団体が発行した身分証明書、許可

証、資格証明書

など

各種健康保険証

介護保険証

年金手帳

各種年金証書

学生証

社員証

法人が発行した身分証明書

など

①�ケチャップやハミガキ粉などの

チューブ類は、まず半分に切って

軽く水洗いをします。
　普段、何気なく捨てているそのごみ。き

ちんと分ければ資源になるかも？

　ごみ袋代がお得になる資源ごみの分別

を覚えて、地球にも家計にも優しくなり

ましょう！

リサイクル
のすすめ

チューブ類の捨て方

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

②�水洗い後は軽く乾かしてから、全

て資源ごみ（プラスチック類）に出

しましょう。

チューブ類は半分に切ったら中を確認！ハミガキ粉などは、まだ

使えるほど残っているかもしれません。

すぐに捨ててしまわずに、最後まで使い切ってから資源ごみに出

しましょう。

ワンポイント

問い合わせ先／役場税務課納税係☎４８２‐２９１４（課直通）
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後期高齢者医療制度のお知らせ

問い合わせ先／役場健康推進課健康保険係☎４８２‐２９３５（課直通）

経済センサス－基礎調査
商業統計調査

事業所・企業の皆さん
ご協力をお願いします

　総務省と経済産業省は、７月１日に平成26年経済センサス－基礎調査と平成26年商業統計調査を実施します。
　調査は、全国の全ての事業所と企業が対象になります。調査へのご理解とご回答をよろしくお願いします。

調査の概要

▼経済センサス－基礎調査

　日本の全ての産業分野の事業所・企業の従業者規模などの基本的構造を、全国・地域別に明らかにすること、事業所・
企業を対象とする各種統計調査の実施のための母集団情報を整備することを目的に実施します。

▼商業統計調査

　日本の商業の実態を明らかにし、商業に関する施策の基礎資料を得ることを目的に実施します。

　両調査とも平成26年に実施するため、調査対象となる事業所や企業の負担軽減、効率的で円滑な調査などの観点か
ら、一体的に実施します。
　両調査は政府の重要な調査です。正確な統計を作成するため、統計法に基づいた報告義務のある調査となっています。

調査の期日

　平成26年７月１日現在において、調査を行います。

調査の対象

▼経済センサス－基礎調査

　日本標準産業分類一般原則に定めている事業所のうち「農業・林業」「漁業」の個人経営の事業所と「家事サービス業」
に属する事業所、「外国公務」に属する事業所以外の、全国すべての事業所と企業が対象となります。

▼商業統計調査

　日本標準産業分類に掲げる産業に属する事業所のうち「卸売業、小売業」に属する事業所（国・地方公共団体に属す事
業所は除く）が対象となります。

調査の方法

　調査は「調査員による調査」と「本社一括調査」の２つの方法で行います。
　「調査員による調査」は、支社などのない事業所と新設された事業所を、都道府県知事が任命する調査員が訪問して
調査します。
　「本社一括調査」は、支社などを有する企業の本社などに調査書類を郵送させていただきます。企業の内容とともに、
支社ごとの従業者数や売上金額などについても、本社で回答していただきます。

調査票の管理と情報の保護

　調査票に記入していただいた内容は、統計法に定められている利用目的以外に使用することは絶対にありません。
　統計法では、国や地方公共団体、統計調査員などの調査関係者が、調査により知り得た情報を他に漏らしてはなら
ないと義務付けており、反した場合の罰則も定めています。

結果の利用

▼経済センサス－基礎調査

　経済政策や雇用政策などの各種政策の基礎資料のほか、国民経済計算など（ＧＤＰなど）、白書などでの分析や地方
消費税の清算、地方消費税の市町村に対する交付の算定などに利用しています。

▼商業統計調査

　国民経済計算、白書などでの分析の基礎データとしての利用や、産業振興策立案のための基礎データとしての利
用、企業や研究機関などでは市場分析・需要予測などの基礎資料として利用しています。

問い合わせ先／役場総務課総務係☎４８２‐２９１２（課直通）

●６月に保険料額をお知らせします
　�　平成26年度の保険料については、６月に個別にお知らせします。
　�　保険料は、加入する方全員が負担する「均等割額」と、前年の所得に応じて負担する「所得割額」の合計額です。

均等割額
【１人当たりの額】

51,472円

１年間の保険料

(100円未満切り捨て)

所得割率
【本人の所得に応じた額】

（平成25年中の所得－33万円）×

10.52％
＋ ＝

１年間の保険料の上限額は57万円です。
所得の少ない方は、世帯主や加入する方の所得に応じて保険料が軽減されます。
年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

●ジェネリック医薬品の利用について
　�　医療機関で処方される薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があります。
　�　ジェネリック医薬品の処方を希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関や薬局の受

付窓口に「希望カード」を提示することにより、お願いすることができます。
　　「希望カード」が必要な方は、お問い合わせください。

❑効き目・安全性について
　�　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基準を満たしている、安

全なお薬です。希望する場合は、必ず主治医や薬剤師によく相談しましょう。

❑価格について
　��　ジェネリック医薬品を利用すると、お薬代が安くなります。薬によって異なりますが、新薬よ

り３割以上、中には５割以上安くなるものもあります。

※�災害・失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料のお支
払いが困難な方については、保険料の減免を受けられる場合があります。
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防災ワンポイントコーナー

　広報てしかが６月号と一緒に「弟子屈町防災ガイドブック」を配布しました。
　ガイドブックは、これまで別々に作成していた「硫黄山ハザードマップ」と「洪水ハザードマップ」を一つにまとめ
たものです。昨年、新設された「特別警報」に加え、これまで提示していなかった「地震に対する備え」「非常時の持ち出
し品や防災備蓄品」を記載しました。
　硫黄山火山噴火対策では、平成26年度末に運用を予定している「噴火警戒レベル」の概要についても説明しています。
　洪水ハザードマップには「一時避難場所」「避難収容所」の位置を明示。また別表で「一時避難場所」「避難収容所」の住
所・電話番号、地震・噴火・洪水時の避難所の使用基準も分かりやすく示しました。
　巻末には、避難時の家庭内での決め事について記入できるように「わが家の防災メモ」の欄を設けてあります。災害
用伝言サービスの利用方法も掲載したので、今後、有効に活用してください。
　来年以降、硫黄山に噴火警戒レベルが運用された場合、硫黄山ハザードマップの一部を修正する必要があります。
ガイドブックの差し替えや追加が予想されますので、いつでも使用できる所に保管または掲示しておいてください。

問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

自治会・学校・施設・企業などで防災研修会を行いませんか
　町では、自治会・学校・施設・企業などに対して防災研修会を行っています。昨年からこれまでに、養護老人ホーム倖
和園、弟子屈警察署、弟子屈町役場、弟子屈町自治会連合会、屈斜路自治会に対する防災講話・防災研修会を行っています。
　今後、直近では、弟子屈町保育士連絡協議会に対して３回の研修会を予定しています。
　地域や職場など、対象となる皆さんの特性に応じて講話・研修を実施できます。自治会地域の地図を使用して、火事
が発生したり地震で道路が通行できない場合の対処を考えるＤＩＧ（災害想像ゲーム）や、問題に対する回答を導くク
ロスロードゲームなど、気楽に参加できる訓練ができます。
　希望がありましたら、実施希望日の１カ月前くらいまでにご連絡ください。講師は、役場総務課情報防災係「防災対
策専門官」が務めます。

11

摩周湖観光協会

問い合わせ先／一般社団法人摩周湖観光協会☎４８２‐２２００

新たな振興策で観光を活性化

　摩周湖観光協会（木暮敏男会長）では、観光のさら
なる活性化のため、新しい事業に取り組んでいます。
　今年は、お隣大空町の東藻琴観光協会（深川昇会
長）と連携したイベントを展開。５月の東藻琴芝桜
から６月の川湯温泉イソツツジへつながる花街
道というイメージで、両観光協会が協力し合いな
がら盛り上げていきます。

芝桜無料送迎ハイヤー
　東藻琴芝桜まつりが開催されている６月８日㈰まで毎日、川湯温泉宿泊者の方限定で会場までの無料送迎ハイヤ
ーを運行しています。１日１往復運行（川湯温泉15時30分発・芝桜公園16時45分発）。
　※人数制限があります。
　※希望される方は、前日の16時までに摩周湖観光協会☎４８２‐２２００に予約が必要です。
　※芝桜公園ライトアップが行われた５月23日～25日の３日間は、川湯温泉からのバスツアーも行われました。

つつじヶ原早朝散策
　硫黄山の麓に位置するつつじヶ原は、イソツツジの大群生地です。川湯温泉から続く自然探勝路を散策してみませ
んか。ガイドの案内のもと、１時間ほどかけて2.5㎞の自然探勝路を歩きます。
　日時／６月10日㈫～９月10日㈬　朝５時45分出発（雨天中止）
　集合場所／川湯園地（川湯郵便局向かい）
　参加料／無料（帰り、バスを利用される場合は250円）
　※�事前の参加申し込みは不要ですが、帰りにバスを利用される場合は川湯温泉観光案内所☎４８３‐２６７０（川

湯温泉宿泊者は各宿泊施設）に申し込みください。

つつじヶ原フェスティバル
　つつじヶ原散策をグレードアップ！約100haにわたってイソツツジが咲き誇る自然探勝路をガイドとともに散策
した後は、川湯温泉街までゆったり20分かけて馬車で帰ります。
　期日／６月15日㈰～６月30日㈪（雨天中止）
　時間／①朝６時出発　②朝10時出発
　集合場所／川湯園地（川湯郵便局向かい）
　参加料／500円
　※川湯温泉観光案内所☎４８３‐２６７０（川湯温泉宿泊者は各宿泊施設）に申し込みください。

　つつじヶ原フェスティバルに合わせて、協会加盟の飲食店、宿泊施設などでは「白つつじご当地グルメキャンペー
ン」として、期間限定オリジナルメニューも用意しています。詳しくは、観光ポータルサイト「弟子屈なび（www.masyuko.
or.jp）」をご覧ください。

協会からのお願い
　摩周湖観光協会では、イベントや観光全般に対する町民の皆さんからのご意見やご要望をお待ちしています。 
　また、町民の皆さんの多彩な才能や人材を観光振興などに活用できるよう、人材バンクのような「観光応援隊（仮称）」
を組織したいと考えています。皆さんの積極的なご応募をお願いします。
　詳しくは、お問い合わせください。

　摩周湖観光協会（木暮敏男会長）では、観光のさら
なる活性化のため、新しい事業に取り組んでいます。
　今年は、お隣大空町の東藻琴観光協会（深川昇会
長）と連携したイベントを展開。５月の東藻琴芝桜
から６月の川湯温泉イソツツジへつながる花街
道というイメージで、両観光協会が協力し合いな
がら盛り上げていきます。

芝桜無料送迎ハイヤー
　東藻琴芝桜まつりが開催されている６月８日㈰まで毎日、川湯温泉宿泊者の方限定で会場までの無料送迎ハイヤ
ーを運行しています。１日１往復運行（川湯温泉15時30分発・芝桜公園16時45分発）。
　※人数制限があります。
　※希望される方は、前日の16時までに摩周湖観光協会☎４８２‐２２００に予約が必要です。
　※芝桜公園ライトアップが行われた５月23日～25日の３日間は、川湯温泉からのバスツアーも行われました。

つつじヶ原早朝散策
　硫黄山の麓に位置するつつじヶ原は、イソツツジの大群生地です。川湯温泉から続く自然探勝路を散策してみませ
んか。ガイドの案内のもと、１時間ほどかけて2.5㎞の自然探勝路を歩きます。
　日時／６月10日㈫～９月10日㈬　朝５時45分出発（雨天中止）
　集合場所／川湯園地（川湯郵便局向かい）
　参加料／無料（帰り、バスを利用される場合は250円）
　※�事前の参加申し込みは不要ですが、帰りにバスを利用される場合は川湯温泉観光案内所☎４８３‐２６７０（川

湯温泉宿泊者は各宿泊施設）に申し込みください。

つつじヶ原フェスティバル
　つつじヶ原散策をグレードアップ！約100haにわたってイソツツジが咲き誇る自然探勝路をガイドとともに散策
した後は、川湯温泉街までゆったり20分かけて馬車で帰ります。
　期日／６月15日㈰～６月30日㈪（雨天中止）
　時間／①朝６時出発　②朝10時出発
　集合場所／川湯園地（川湯郵便局向かい）
　参加料／500円
　※川湯温泉観光案内所☎４８３‐２６７０（川湯温泉宿泊者は各宿泊施設）に申し込みください。

　つつじヶ原フェスティバルに合わせて、協会加盟の飲食店、宿泊施設などでは「白つつじご当地グルメキャンペー
ン」として、期間限定オリジナルメニューも用意しています。詳しくは、観光ポータルサイト「弟子屈なび（www.masyuko.
or.jp）」をご覧ください。

協会からのお願い
　摩周湖観光協会では、イベントや観光全般に対する町民の皆さんからのご意見やご要望をお待ちしています。 
　また、町民の皆さんの多彩な才能や人材を観光振興などに活用できるよう、人材バンクのような「観光応援隊（仮称）」
を組織したいと考えています。皆さんの積極的なご応募をお願いします。
　詳しくは、お問い合わせください。
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第39回児童生徒
読書感想文コンクール

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せ
られました。
　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。

■
中
学
校
３
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

ひ
と
り
だ
か
ら

　
弟
子
屈
中
学
校
　
上
野
　
絵
里
奈 

さ
ん

　

私
は
こ
の
本
を
読

ん
で
、
最
初
に
自
分

と
の
共
通
点
が
あ
り

す
ぎ
て
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。過
ご
し
て
い

る
環
境
も
、主
人
公
の
考
え
方
も
、そ
し
て
主
人
公

の
経
験
も
私
と
似
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
物
語
は
、中
学
二
年
生
の
陽
子
と
一
つ
歳

下
の
リ
ン
と
い
う
二
人
の
姉
弟
が
、自
己
流
の
遊

び
を
い
つ
も
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。新
し
く
見

つ
け
た
遊
び
は
、真
夜
中
に
他
人
の
家
の
屋
根
に

の
ぼ
る
だ
け
と
い
う
遊
び
で
、だ
ん
だ
ん
陽
子
の

同
級
生
が
加
わ
っ
て
い
き
、そ
こ
か
ら
友
情
が
生

ま
れ
、学
校
や
中
学
生
だ
か
ら
出
来
る
友
達
関
係

な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
み
始
め
て
か
ら
ず
っ
と「
屋

根
に
の
ぼ
る
だ
け
と
は
何
が
楽
し
い
の
だ
ろ
う
」

思
っ
て
い
ま
し
た
。で
す
が
、
読
み
進
め
て
い
く

と「
真
夜
中
に
、人
目
を
さ
け
な
が
ら
」と
い
う
だ

け
で
少
し
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
も
わ
か
ら
な

く
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。屋
根
か
ら

し
か
見
え
な
い
景
色
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う

私
も
の
ぼ
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
も
書
き
ま
し
た
が
、私
と
主
人
公
陽
子

と
の
共
通
点
は
、ま
ず
親
が
仕
事
で
忙
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。な
の
で
陽
子
は
い
つ
も
弟
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
遊
び
を
考
え
て
い
ま
し
た
。私
も
四
つ

歳
上
の
兄
が
い
て
、小
学
生
の
頃こ

ろ

な
ど
は
自
分
達た

ち

な
り
に
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
い
た
気
が
し
ま

す
。次
に
陽
子
は
弟
の
リ
ン
が
、「
だ
れ
と
で
も
仲

良
く
」と
い
う
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
性
格
に
対
し
て
、

「
だ
れ
か
と
だ
け
仲
良
く
」と
い
う
人
見
知
り
的
な

性
格
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。私
も
い
つ
も
限

ら
れ
た
人
と
し
か
仲
良
く
出
来
な
く
て
、リ
ン
の

よ
う
な
だ
れ
と
で
も
と
い
う
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

性
格
に
憧
れ
ま
す
。そ
し
て
リ
ン
と
同
じ
陸
上
部

で
陽
子
の
同
級
生
の
七
瀬
さ
ん
と
い
う
友
達
と

け
ん
か
を
し
た
時
に
、私
は
め
っ
た
に
け
ん
か
を

し
な
い
方
で
す
が
、陽
子
の
様よ

う

に
怒
る
と
相
手
の

言
葉
が
返
っ
て
く
る
前
に
、一
方
的
に
怒
っ
て
し

ま
う
と
思
い
ま
す
。陽
子
と
似
て
い
る
部
分
が
多

く
、ち
ょ
っ
と
だ
け
自
分
を
見
て
い
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
自
分
を
ふ
り
返
っ
た

り
、確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
よ
う

な
、印
象
に
残
っ
た
言
葉
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
。一
つ
目
は
、
陽
子
達
の
母
親
の
親
友
の
さ
お

り
さ
ん
が
友
達
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
た
陽
子
に

言
っ
た「
友
達
の
こ
と
で
な
や
ん
だ
り
す
る
の
っ

て
、
学
生
の
特
権
み
た
い
な
と
こ
あ
る
も
ん
ね
」

と
い
う
一
言
で
す
。私
も
今
で
も
け
っ
こ
う
友
達

の
こ
と
で
悩
む
時
が
あ
る
け
れ
ど
、そ
れ
を
学
生

だ
か
ら
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
考
え
る
と
た
く
さ
ん
悩
み
た
い
わ
け
で
は

な
い
け
れ
ど
、こ
れ
も
今
し
か
出
来
な
い
な
ら
ば

た
く
さ
ん
悩
ん
で
そ
こ
か
ら
学
ん
で
い
ろ
ん
な

答
え
を
見
つ
け
て
、大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。二
つ
目
は
陽
子
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
い
じ

め
ら
れ
っ
子
の
キ
ヨ
ス
ク
が
担
任
の
先
生
に
言

わ
れ
た「
大
人
も
子
供
も
だ
れ
だ
っ
て
、
一
番
し

ん
ど
い
と
き
は
、ひ
と
り
で
切
り
ぬ
け
る
し
か
な

い
ん
だ
」と
い
う
言
葉
で
す
。私
は「
つ
ら
い
と
き

一
人
で
か
か
え
こ
ま
な
い
で
」、「
協
力
し
あ
う
」な

ど
の
言
葉
ば
か
り
聞
き
な
れ
て
い
た
か
ら
か
、な

ん
だ
か
自
分
は
甘
え
て
い
た
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。一
番
つ
ら
い
と
き
は
ひ
と
り
で
切
り
ぬ
け
る

■
高
等
学
校
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

い
つ
か
は
私
も

　
弟
子
屈
高
等
学
校
　
藤
江
　
弥
生 

さ
ん

　
「
私
も
こ
の
人
に

憧
れ
た
」こ
の
本
の
登

場
人
物
、
図
書
特
殊

部
隊
の
笠
原
郁
が
言

っ
て
い
た
。し
か
し
、

私
は
笠
原
の
ま
っ
す
ぐ
で
純
粋
な
心
に
憧
れ
た
。

ま
っ
す
ぐ
過
ぎ
て
、失
敗
も
た
く
さ
ん
し
て
い
た

が
そ
の
大
胆
さ
が
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
。今
の

私
に
は
大
胆
さ
が
足
り
な
い
と
思
う
し
、も
っ
と

自
分
に
素
直
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。ま
た
、
同

じ
く
登
場
人
物
の
堂
上
篤
は
笠
原
を
含
め
た

五
十
名
の
教
育
隊
を
ま
と
め
る
鬼
教
官
で
あ
る
。

堂
上
は
怒
鳴
っ
て
ば
か
り
で
素
っ
気
な
か
っ
た

が
、そ
の
中
に
い
つ
も
ち
ょ
っ
と
し
た
優
し
さ
が

隠
れ
て
い
る
様
に
思
え
た
。笠
原
の
強
い
想お

も

い
と

ま
っ
す
ぐ
な
優
し
さ
、堂
上
の
表
に
は
あ
ま
り
出

さ
な
い
さ
さ
や
か
な
優
し
さ
、優
し
さ
に
は
色い

ろ

々い
ろ

な
形
が
あ
り
、ど
ん
な
形
で
も
心
に
届
く
の
だ
と

思
っ
た
。

　

こ
の
物
語
の
中
で
は
図
書
の
不
当
な
検
閲
に

反
対
す
る
子
ど
も
た
ち
が
登
場
し
た
。子
ど
も
た

ち
の
自
由
に
本
を
読
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

私
に
は
よ
く
わ
か
る
。私
も
本
が
好
き
だ
し
、
も

し
そ
の
よ
う
な
世
界
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
私
も

嫌
だ
と
思
う
だ
ろ
う
。し
か
し
、
私
な
ら
嫌
だ
と

思
う
だ
け
で
そ
れ
以
上
は
何
も
し
な
い
と
思
う

が
、こ
の
物
語
に
登
場
し
た
子
ど
も
た
ち
は
私
と

は
違
っ
た
。嫌
だ
と
思
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

行
動
に
移
し
た
の
だ
。思
う
だ
け
で
な
く
、
行
動

に
移
す
勇
気
を
私
も
見
習
い
た
い
と
思
っ
た
。彼

ら
の
最
初
の
や
り
方
は
良
い
や
り
方
と
は
い
え

な
い
も
の
の
、笠
原
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
な
が
ら
大
人
の
喧け

ん

嘩か

で
自
分
た
ち
の
気
持
ち

を
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ

と
思
っ
た
。こ
の
時
に
私
は
大
人
の
喧
嘩
法
と
い

う
も
の
を
知
っ
た
。そ
れ
は
自
分
の
言
い
た
い
事

だ
け
を
並
べ
て
言
う
の
で
は
な
く
、ど
れ
だ
け
た

く
さ
ん
の
人
に
聞
い
て
も
ら
え
る
か
を
考
え
た

う
え
で
主
張
す
る
と
い
う
も
の
で
、私
の
中
に
は

な
か
っ
た
考
え
で
今
後
に
生
か
せ
れ
ば
良
い
な

と
思
っ
た
。

　

ま
た
、登
場
人
物
の
台
詞
も
と
て
も
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
り
、
心
に
残
っ
て
い
る
。そ
の
中
で
も
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
言
葉
は「
あ
た
し
は
あ
ん

た
を
超
え
る
ん
で
す
。だ
か
ら
絶
対
辞
め
ま
せ

ん
」と
い
う
笠
原
が
堂
上
に
向
け
て
言
っ
た
言
葉

だ
。私
は
こ
の
時
素
直
に「
か
っ
こ
い
い
」と
思
っ

た
。目
標
と
し
て
い
る
人
が
い
て
、
そ
の
人
を
必

死
に
追
い
か
け
る
笠
原
の
姿
は
自
分
の
理
想
の

姿
か
も
し
れ
な
い
と
ふ
と
思
っ
た
。私
自
身
、
今

ま
で
本
気
で
、必
死
に
な
っ
て
誰
か
を
目
標
に
し

た
り
、何
か
を
追
い
か
け
た
り
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
笠
原
の
気
持
ち
を
完
全
に
わ
か
る
に
は
ま

だ
時
間
が
か
か
る
が
、い
つ
か
わ
か
る
日
が
来
る

と
良
い
な
と
思
っ
た
。そ
の
日
が
来
た
ら
私
に
も

本
気
で
追
い
か
け
た
い
も
の
を
見
つ
け
た
と
い

う
こ
と
だ
か
ら
。図
書
特
殊
部
隊
の
訓
練
も
厳
し

い
中
で
、「
絶
対
辞
め
な
い
」と
い
う
言
葉
は
と
て

も
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
っ
た
。男
性
ば
か
り

の
図
書
特
殊
部
隊
の
中
で
数
少
な
い
女
性
が
必

死
に
な
っ
て「
本
を
守
り
た
い
」と
い
う
一
心
で
頑

張
っ
て
い
る
姿
は
同
じ
女
の
人
と
し
て
尊
敬
す

る
し
、
男
も
女
も
関
係
な
い
、
や
る
か
や
れ
な
い

か
は
自
分
の
目
標
し
だ
い
で
あ
る
の
だ
と
思
っ

た
。私
は
笠
原
の
よ
う
な
人
を
是ぜ

非ひ

応
援
し
た
い

と
思
う
。

　

堂
上
の
言
葉
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
は

「
ア
ホ
か
貴き

様さ
ま

！
」だ
。挙
げ
句
の
果
て
に
は「
そ
い

つ
も
バ
カ
な
ん
だ
。バ
カ
が
バ
カ
の
真
似
す
ん
な

バ
カ
！
」で
あ
る
。怒
鳴
ら
れ
て
ば
か
り
で
笠
原
が

可か

哀わ
い

想そ
う

に
思
っ
た
が
、堂
上
が
こ
こ
ま
で
し
て
笠

原
を
し
ご
い
た
理
由
は
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
こ
と

を
こ
の
本
を
読
ん
で
い
く
中
で
わ
か
っ
た
と
き

に
一
番
堂
上
の
優
し
さ
を
感
じ
た
。「
少
な
く
と

も
生
半
可
な
こ
と
で
命
に
関
わ
る
よ
う
な
ヘ
マ

は
踏
ま
な
い
だ
け
の
こ
と
を
叩
き
込
ん
だ
」そ
の

言
葉
は
た
だ
過
去
の
話
が
あ
っ
て
笠
原
に
対
す

る
あ
た
り
が
き
つ
く
な
り
、ま
た
照
れ
て
い
る
わ

け
で
な
く
、そ
れ
だ
け
笠
原
の
こ
と
を
想
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。笠
原
が
困
り
、
何
か

あ
っ
た
時
に
い
つ
も
来
て
く
れ
る
の
は
堂
上
で

あ
り
、そ
の
よ
う
な
時
は
い
つ
も
よ
り
ず
っ
と
優

し
か
っ
た
。背
は
笠
原
よ
り
も
小
さ
い
も
の
の
一

番
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。笠
原
の
友
達
で
あ
る
紫
崎
麻
子
も
笠
原

に
と
っ
て
心
の
支
え
に
な
る
一
人
だ
と
思
う
。な

ぜ
な
ら
笠
原
が
へ
こ
ん
で
い
た
り
し
た
と
き
、上

手
く
プ
ラ
ス
思
考
に
さ
せ
て
く
れ
る
言
葉
を
か

け
た
り
、と
き
に
は
厳
し
い
言
葉
を
か
け
る
こ
と

も
あ
る
が
誰
よ
り
も
笠
原
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
か
ら
だ
。私
は
心
の
支
え
と
な
る
人
が
い

る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
自
ら
を
変
化
さ
せ
、

進
歩
す
る
の
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
に
改あ

ら
た

め

て
気
づ
き
、
大
切
に
し
な
く
て
は
と
思
っ
た
。そ

の
大
切
さ
に
気
づ
け
て
良
か
っ
た
。

　

同
じ
く
登
場
人
物
で
あ
る
、
手
塚
光
、
小
牧
幹

久
な
ど
も
独
特
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
そ

れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
目
立
っ
て
良
い
作

品
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。例
え
ば
、
熱
血
バ

カ
な
笠
原
だ
け
で
あ
る
と
話
が
単
調
過
ぎ
に
な

る
と
思
う
し
、そ
こ
に
小
牧
の
よ
う
な
冷
静
沈
着

※�

生
徒
の
学
年
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
平

成
25
年
度
当
時
の
も
の
で
す
。

13 12

と
言
わ
れ
れ
ば
納
得
で
き
る
気
が
し
ま
す
。私
も

ど
ん
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
最
後
は
自
分
だ
と

思
う
か
ら
で
す
。人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な

い
け
れ
ど
、
ば
ら
ば
ら
に
生
ま
れ
、
自
分
の
人
生

を
生
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
し
て
、
ば

ら
ば
ら
に
死
ん
で
い
き
ま
す
。で
も
そ
ん
な
私
達

だ
か
ら
こ
そ
、手
を
と
り
あ
え
る
友
達
が
必
要
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。自
分
の
力
で
や
っ
て
い
く
中

に
も
友
達
と
の
か
か
わ
り
や
そ
こ
か
ら
学
ぶ
も

の
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。陽
子
が「
頭
と
体

の
使
い
方
次
第
で
、こ
の
世
界
は
ど
ん
な
に
明
る

い
も
の
に
も
さ
み
し
い
も
の
に
も
な
る
の
だ
」と

言
っ
て
い
ま
し
た
。た
と
え
、
友
達
と
上う

手ま

く
い

か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
る
出
来
事
だ
と
考
え
る
の
か
、も
う
だ
め
だ

と
考
え
る
の
と
で
は
見
え
る
世
界
が
変
わ
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
私
は
、今
ま
で
に
な
い
考
え

を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
し
、今
ま
で
の
自
分
を
ふ

り
返
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、
い

っ
ぱ
い
悩
ん
で
私
の
答
え
を
見
つ
け
、宇
宙
の
暗

闇
に
の
み
こ
ま
れ
な
い
よ
う
に
自
分
の
力
で
輝

か
せ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
書
名『
宇
宙
の
み
な
し
ご
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
絵
都
　
著

（
寸
評
）自
分
の
こ
と
を
第
三
者
の
観
点
か
ら
冷
静
に

見
つ
め
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ

と
で
す
が
、上
野
さ
ん
は
自
分
自
身
と
共
通
点
が
多

く
あ
る
登
場
人
物
を
と
お
し
て
、自
分
の
性
格
や
生

き
方
を
客
観
的
に
と
ら
え
、
見
つ
め
直
し
て
、
個
人

と
し
て
、あ
る
い
は
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
成
長

に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
作
品
全
体
か
ら
読
み
取

る
感
想
だ
け
で
は
な
く
、一
つ
の
文
か
ら
人
物
を
浮

き
彫
り
に
し
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
と
こ

ろ
も
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
、決
し
て
弱
み
を
見
せ
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

入
る
こ
と
で
釣
り
合
い
が
と
れ
て
読
者
を「
ま
た

読
み
た
い
」と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
作
者
さ
ん

は
凄す

ご

い
と
思
っ
た
。

　

私
は
最
初
、笠
原
郁
と
い
う
人
物
に
憧
れ
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
、今
は
た
だ
憧
れ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
登
場
人
物
の
心
情
、
直
接
言
葉
で
書
か

な
い
気
持
ち
の
部
分
を
読
み
と
れ
る
よ
う
に
な

り
、
読
ん
で
い
て
気
持
ち
良
く
、
よ
り
登
場
人
物

の
心
に
近
づ
け
た
か
と
思
う
。い
つ
か
は
私
も
本

気
で
何
か
を
追
い
か
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
。

簡
単
で
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、こ
れ
か

ら
先
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、そ
し
て
自
分
の
夢
を

叶か
な

え
る
た
め
に
全
力
で
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
。そ
う
強
く
思
っ
た
。

　
　
書
名『
図
書
館
戦
争
①
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
川
　
浩
　
著

（
寸
評
）文
体
の
丁
寧
さ
や
、読
み
手
が
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
整
っ
た
構
成
の
作
文
で
す
。さ
す
が
高
校

生
と
言
え
る
作
品
で
す
。自
分
が
影
響
を
受
け
た

り
、考
え
さ
せ
ら
れ
た
セ
リ
フ
や
表
現
を
具
体
的
に

本
文
中
か
ら
引
用
す
る
な
ど
、読
書
感
想
文
と
し
て

基
本
に
忠
実
な
と
こ
ろ
も
良
い
で
す
。登
場
人
物
に

憧
れ
、自
分
も「
こ
う
な
り
た
い
」と
い
う
思
い
や
、こ

れ
か
ら
夢
を
叶
え
る
た
め
に
し
っ
か
り
と
し
た
意

思
表
示
を
す
る
な
ど
、読
み
手
に
対
し
て
の
主
張
も

は
っ
き
り
し
て
い
る
、読
み
応
え
の
あ
る
感
想
文
で

し
た
。
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　この制度は、日本の農業政策上重要な取り組みです。農業者の方に直接交付金を支払うことから、町民の皆さんの理解の下、
明確かつ合理的・客観的な基準により透明性を確保して実施しなければなりません。こうした観点から、集落の概要や実施状況
を今後も公表していきます。

問い合わせ先／役場農林課農政係☎４８２‐２９３６（課直通）

中山間地域等直接支払制度
　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
平

成
12
～
16
年
度
に
第
一
期
、
平
成
17
～
21

年
度
に
第
二
期
で
、
10
年
間
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。国（
50
％
）、
北
海
道

（
25
％
）、町（
25
％
）が
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
率

で
農
業
者
の
方
な
ど
に
直
接
交
付
金
を

支
払
い
、
農
業
生
産
活
動
な
ど
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

内
容
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　弟子屈集落の平成25年度の対象草地面積は77,210,976㎡で、交付金総額は115,816,464円（交付
単価1.5円／㎡）となっています。うち共同取組活動費に64,821,521円を配分し、農業者の耕作面
積に応じて支払う個人配分とで約50％ずつに分けて使用しました。

【実施した主な共同取組活動】
良質な粗飼料の生産と収量の向上を図るため、草地更新に対して助成。（21,572千円）
�地場産牛乳のＰＲおよび商品開発、町民還元牛乳の配布などを実施。（1,257千円）
�伝染病の侵入防止対策を実施。（1,165千円）
公共牧場の利用促進と牛の環境改善のため、施設整備などを実施。（10,558千円）
�農村景観整備のため、ヒマワリ畑の設置や施設花壇整備。（3,000千円）

弟 子 屈 町 の
25年度取組状況

　
「
中
山
間
地
域
等
」と
は
、
平
野
の
外
側
の

周
辺
部
か
ら
山
間
地
ま
で
の
こ
と
を
指
し

て
い
ま
す
。全
国
土
の
７
割
程
度
の
面
積
を

占
め
て
い
て
、
総
人
口
の
約
14
％
が
生
活
す

る
地
域
で
あ
り
、
弟
子
屈
町
も
こ
の
地
域
に

当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
額
、農
家
数
、農
地
面
積
で
は
、

全
国
の
約
４
割
を
占
め
、
日
本
の
農
業
・
農

村
の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

山
間
な
ど
の
農
業
・
農
村
が
有
す
る
水
源

か
ん
養
機
能
や
洪
水
防
止
機
能
な
ど
の
多

面
的
機
能
に
よ
っ
て
、
下
流
域
の
住
民
の
生

産
・
財
産
と
豊
か
な
暮
ら
し
が
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
地
域
は
高
齢
化
が
進

む
中
、
農
地
に
傾
斜
地
が
多
い
、
積
算
気
温

が
著
し
く
低
く
草
地
の
占
め
る
割
合
が
高

い
な
ど
、
平
地
に
比
べ
農
業
と
し
て
生
産
条

件
が
不
利
な
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
や

耕
作
放
棄
の
増
加
な
ど
に
よ
り
多
面
的
機

能
が
低
下
し
、
国
民
全
体
に
と
っ
て
大
き
な

経
済
的
損
失
が
生
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

地
域
で
適
切
な
農
業
生
産
活
動
が
継
続
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
の
生
産
条
件
に

関
す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
の
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　

本
町
は
、
積
算
気
温
が
２
千
３
０
０
℃
未

満
と
極
め
て
低
い
気
象
条
件
に
あ
り
、
草
地

が
耕
地
面
積
の
80
％
以
上
を
占
め
る
草
地

率
の
高
い
酪
農
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
活
動
は
、
集
落
協
定
に
基
づ

い
て
５
年
間
以
上
継
続
さ
れ
る
農
業
生
産

活
動
な
ど
に
加
え
、
多
面
的
機
能
を
増
進
す

る
活
動
と
し
て
、
集
落
が
実
態
に
合
っ
た
も

の
を
選
択
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
農
業
生
産
活
動
な
ど
と
多
面
的
機

能
を
増
進
す
る
活
動
を
合
わ
せ
て
共
同
取

組
活
動
と
い
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
農
業
生
産

活
動
な
ど
を
行
う
農
業
者
の
方
な
ど
の
間

で
、
対
象
と
す
る
農
地
の
範
囲
と
共
同
取
組

活
動
の
内
容
を
規
定
し
た
集
落
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
で
、
農
地
面
積
に
応
じ
て
交
付

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

交
付
金
は
共
同
取
組
活
動
に
充
て
る
ほ

か
、
協
定
参
加
者
の
農
地
面
積
に
応
じ
て
個

人
に
配
分
さ
れ
ま
す
が
、
交
付
金
の
お
お
む

ね
50
％
以
上
を
共
同
取
組
活
動
に
割
り
当

て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
趣
旨
の
実
現
の
た
め
に
は
、
個
々

の
農
家
の
取
り
組
み
以
上
に
、
集
団
に
よ
る

取
り
組
み
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
落

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

本
町
は
、
町
内
全
域
を
一
つ
の
集
落
と
し

て「
弟
子
屈
集
落
協
定
」を
締
結
し
、
平
成
25

年
度
は
１
４
１
戸
の
農
家
や
農
業
生
産
組

合
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
制
度
が
一
部
改
正

さ
れ
、
担
い
手
対
策
や
食
糧
自
給
率
向
上
に

向
け
た
農
業
生
産
を
維
持
す
る
た
め
の
対

策
が
組
み
込
ま
れ
、
本
町
で
は
地
場
産
牛
乳

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
対
策
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る「
担
い
手

の
高
齢
化
・
減
少
な
ど
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

の
荒
廃
防
止
」や「
良
好
な
農
村
景
観
形
成（
ヒ

マ
ワ
リ
畑
の
整
備
）」な
ど
を
継
続
し
つ
つ
、

新
対
策
に
よ
る
地
域
農
業
の
発
展
お
よ
び

地
域
経
済
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に

は
、地
域
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、農
業
体
験
・

牧
場
見
学
会
な
ど
、
新
し
い
世
代
へ
の
農
業

教
育
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
関
係
者
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
っ
て
何
？

制
度
の
対
象
と
な
る
活
動

　ご存じですか？　
地域農業を守り育てる

平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

本
町
の
取
り
組
み

　弟子屈町農業委員会委員選挙が７月６日㈰に行われます。
　弟子屈町ではこれまでと同様に、町内９カ所の投票所で午前７
時から午後８時まで投票することができます。投票日には、弟子
屈町農業委員会委員選挙入場券（はがき）を必ず持参し、入場券に記
載された投票所で投票してください。
　明日の農業社会をつくる大切な選挙であることを自覚し「明る
く正しい選挙」になるよう、一人一人が責任を持って投票を行いま
しょう。
　投票できるのは、平成26年３月31日確定の弟子屈町農業委員会
委員選挙人名簿に登録されている方だけです。
　投票日に投票できない方は、期日前投票制度などを活用し、投
票することができます。

▼期日前投票制度
　投票日の前であっても投票日と同様、投票用紙を投票箱に直接
投函することができます。
期間／７月２日㈬〜７月５日㈯
時間／午前８時30分〜午後８時
場所／期日前投票所（公民館１階研修室）
�対象者／投票日に仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭など一定の
事由に該当し、投票所に行くことができないと見込まれる方。

農業委員会委員選挙が行われます

立候補予定者説明会
日時／６月24日㈫　午後２時
場所／役場３階Ａ会議室

立候補届出書事前審査
日時／６月26日㈭　午前10時〜午後４時
場所／役場３階Ａ会議室

立候補届出
日時／７月１日㈫
　　　午前８時30分〜午後５時
場所／役場３階Ａ会議室

み
ん
な
で
参
加

明
る
い
選
挙

投票日／７月６日㈰　午前７時〜午後８時

問い合わせ先／町選挙管理委員会事務局（役場総務課内）☎４８２‐２９１２（課直通）

問い合わせ先／摩周厚生病院  事務☎４８２‐２２４１

　摩周厚生病院の皮膚科は隔週の水曜日に診療を行っています。
　多くの方に受診していただいていますが、８時10分の受付開始
時に20～３０人の方が集中し、それ以降に受け付けした方の診察が
午後になるなど待ち時間が長く、皆さんにご迷惑をお掛けしてい
ます。
　そのため７月から、皮膚科の受診方法を右のとおり変更します
ので、ご注意ください。
　ご不便をおかけしますが、今後も待ち時間の短縮など、皆さんに
気持ちよく受診していただけるよう改善していきますので、ご理
解・ご協力をよろしくお願いします。

診察は完全予約制となります。
�受診の際に、次回の予約を取らせていた
だきます。

受診は予約制となります

�初診の方は一度内科で診察をしていただ
き、症状により皮膚科を受診していただ
きます。

初診の方は紹介制となります

�処置などのある方は、隣の診察室であら
かじめ準備してお待ちいただきます。

隣の診察室も使用します

摩周厚生病院からのお知らせ!!
７月から皮膚科外来が完全予約制に変わります
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新 刊 案 内

著者初のミステリー

ファンタジー作品。

ストレス性の病を抱

え、難病が治るとい

う神話の伝説が残る

山奥にある鍼灸（しん

きゅう）治療院へ取材

へ訪れた青年・あおの。

命とは、絆とは…。

人生の縁を考え直

し、最後まで目が離

せない感動の物語。

「�『
確
率
』で
わ
か
る
驚
き
の
ニ
ッ
ポ
ン
」

平
林　

純
／
監
修

「�

ス
エ
ロ
は
洞
窟
で
暮
ら
す
こ
と
に
し
た
」

マ
ー
ク
・
サ
ン
デ
ィ
ー
ン
／
著

「�

人
口
の
世
界
史
」

マ
ッ
シ
モ
・
リ
ヴ
ィ
・
バ
ッ
チ
／
著

「
あ
な
た
の
住
ま
い
の
見
つ
け
方
」

三
浦　
　

展
／
著

「
本
気
で
５
ア
ン
ペ
ア
」

斎
藤
健
一
郎
／
著

「�

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
レ
シ
ピ
と
超
ラ
ク
ア
ウ
ト

ド
ア
」

た
け
だ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
／
著

「
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト　

北
の
大
地
の
記
憶
」

森　
　

利
博
／
著

「�

雨
の
降
る
日
は
学
校
に
行
か
な
い
」

相
沢　

沙
呼
／
著

「�

カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
の
箱
庭
」

南　
　

慶
一
／
著

「
ア
リ
の
行
列
」

寺
山　

守
／
監
修

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

椰月　美智子／著

☆
連
絡
先
が
変
わ
っ
た
と
き
は

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

予
約
図
書
の
準
備
が
で
き
た
と
き
や
、
返
却

の
お
願
い
な
ど
で
、
図
書
館
か
ら
利
用
者
の
方

に
ご
連
絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。登
録
さ
れ

た
連
絡
先
が
更
新
さ
れ
な
い
と
、
必
要
な
情
報

を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

登
録
し
て
い
る
携
帯
電
話
の
番
号
を
変
更

し
た
方
、
自
宅
の
固
定
電
話
の
利
用
を
や
め
、

連
絡
先
を
携
帯
電
話
の
番
号
に
切
り
替
え
た

方
な
ど
、更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

利
用
者
カ
ー
ド
の
再
発
行
の
際
に
も
、
変
更

が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

☆『
教
科
書
展
示
会
』を
開
催

　

町
内
各
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間
／
６
月
13
日
㈮
～
６
月
末
日

▼
場
所
／
図
書
館
内
展
示
コ
ー
ナ
ー

▼�

今
月
の
休
館
日
／
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・

23
日
㈪
・
30
日
㈪

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

消えてなくなっても

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）☎４８３‐４１００
URL http://www6.marimo.or.jp/k_emc/　６月は8:00～17:00開館（無休）

　

花
が
続
々
と

咲
き
始
め
て
い

ま
す
。歩
く
に

も
気
持
ち
の
い

い
時
期
と
な
り

ま
し
た
。今
月

か
ら
、
こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、

お
ス
ス
メ
の
散

策
・
登
山
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
、弟
子
屈
町
に
移
り
住

ん
で
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
う
の

で
、
ま
ず

は
何
と
い

っ
て
も
、

わ
が
町
の

花「
ツ
ツ

ジ
」
を
楽

し
め
る
場

所
を
ご
案

～川湯の森から～

内
し
ま
し
ょ
う
。そ
れ
が
、川
湯
温
泉

街
か
ら
硫
黄
山
へ
と
続
く「
つ
つ
じ
ヶ

原
自
然
探
勝
路
」で
す
。約
２
・
５
㌔
の

行
程
な
が
ら
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の

交
じ
る
森
林
・
主
役
の
イ
ソ
ツ
ツ
ジ

大
群
落
・
ハ
イ
マ
ツ
帯
と
、ま
っ
た
く

異
な
っ
た
３
つ
の
分
布
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。真
っ
白
い
イ
ソ
ツ
ツ

ジ
の
花
が
、
自
生
地
と
し
て
は
日
本

一
を
誇
る
１
０
０
㌶
も
の
大
地
を
埋

め
尽
く
す
様
子
は
圧
巻
で
す
。６
月

に
入
る
と
少
し
ず
つ
咲
き
始
め
、
全

体
的
に
見
頃
を
迎
え
る
の
は
20
日
ご

ろ
。町
民
と
し
て
は
、ぜ
ひ
押
さ
え
て

い
た
だ
き
た
い
景
観
で
す
。

　

と
は
い
え
、
自
然
界
の
動
き
は
予

測
不
可
能
な
こ
と
が
多
い
の
で
、
最

新
の
開
花
状
況
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ブ

ロ
グ
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
歩
き
始
め
る
前
は
Ｅ

Ｍ
Ｃ
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ね
。

見逃さないで！イソツツジ

かれんなイソツツジに会いに行きませんか

自然ふれあい行事
　参加者募集中！
　阿寒国立公園の自然環境を実感

してもらうための行事を開催して

います。今回は自然と歴史に触れて

みませんか？

阿寒国立公園指定80周年記念

「つつじヶ原と安田軌道跡探勝会」

▼期日／６月22日㈰

※雨天の場合は順延。

▼時間／８時30分～正午（予定）

▼ �場所／つつじヶ原自然探勝路、青

葉トンネル

▼定員／15人（先着順）

▼保険料／300円

※�申し込み・問い合わせは、電話で受

け付けます。ホームページもご覧

ください。
昨
年
の
行
事
の
様
子

17
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１
９
６
７（
昭
和
42
）年
４
月
22
日
、北

海
道
文
学
館
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。「
北
海
道
文
学
館
設
立
の
趣
意
」

（『
北
海
道
文
学
館
趣
意
書
』１
９
６
７
年

10
月
発
行
）に
は「
郷
土（
北
海
道
／
筆
者

注
）が
生
ん
だ
文
学
者
を
記
念
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
基
本
的
な
文
献
・

資
料
を
保
存
す
る
こ
と
さ
え
、
ま
だ
行

わ
れ
て
い
な
い
…
北
海
道
に
と
っ
て
大

切
な
資
料
が
散
逸
し
て
行
く
現
状
は
、

見
る
に
忍
び
ず
…
こ
の
現
状
を
か
ね
が

ね
憂
慮
し
た
関
係
者
は
…『
北
海
道
文

学
展
』を
開
催
…
」と
あ
り
、北
海
道
文
学

館
が
設
立
さ
れ
る
前
年
、
１
９
６
６（
昭

和
41
）年
１
月
に
、
北
海
道
文
学
展
の
実

行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
は
、
北
海
道
に
関
係
す
る

文
学
者
た
ち
の
資
料
収
集
や
必
要
な
資

金
集
め
に
奔ほ

ん

走そ
う

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

文
学
展
の
予
算
は
当
初
、
数
十
万
円
と

い
う
慎
ま
し
や
か
な
額
で
あ
っ
た
も
の

が
、
企
業
を
訪
問
し
て
寄
附
金
を
お
願

い
し
、
文
学
者
の
色
紙
を
販
売
す
る
な

ど
し
て
、
最
終
的
に
は
５
０
０
万
円
近

い
決
算
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
文
学
展
は
、
同
年
10
月
25
日

に
札
幌
市
内
の
デ
パ
ー
ト
を
会
場
に
開

催
。
道
内
外
か
ら
集
め
た
文
学
資
料

３
千
点
あ
ま
り
の
展
示
と
伊
藤
整
・
中
野

重
治
・
大
江
健
三
郎
の
文
芸
講
演
会
が
行

わ
れ
、
６
日
間
の
会
期
中
の
入
場
者
は

１
万
８
千
人
ほ
ど
と
大
成
功
を
収
め
ま

し
た
。

　

北
海
道
文
学
展
を
観
た
人
か
ら
、
こ

の
成
果
を
解
消
し
て
し
ま
う
の
は
惜
し

い
、
資
料
を
散
逸
さ
せ
な
い
で
常
設
展

示
し
た
り
、
研
究
し
た
り
す
る
た
め
の

施
設
が
北
海
道
に
必
要
で
は
な
い
か
、

と
の
声
が
出
始
め
ま
す
。

　
「
北
海
道
文
学
館
設
立
に
つ
い
て
」

（『
北
海
道
文
学
館
趣
意
書
』）で
更
科
は

「
文
学
展
を
開
く
最
初
か
ら
、
主
催
者
の

心
の
底
に
ひ
そ
か
に
期
待
さ
れ
て
い
た

（
北
海
道
文
学
館
の
こ
と
／
筆
者
注
）

…
飾
り
つ
け
に
使
っ
た
写
真
資
料
や
、

寄
贈
さ
れ
た
資
料
が
相
当
数
に
の
ぼ
り

…
将
来
文
学
館
の
よ
う
な
も
の
が
で
き

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
出
品
資
料
は
全
部

寄
託
し
て
も
よ
い
…
夢
に
描
い
て
い
た

こ
と
が
、
現
実
と
し
て
一
歩
踏
み
出
し

た
…
」と
語
り
ま
す
。

　

一
方
、
北
海
道
文
学
展
の
準
備
と
歩

み
を
同
じ
く
し
て
、
北
海
道
新
聞
夕
刊

に『
物
語
・
北
海
道
文
学
盛
衰
史
』が
同
年

５
月
16
日
か
ら
95
回
連
載
さ
れ
、
翌

１
９
６
７
年
６
月
に
同
名
で
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。同
月
27
日
に
は「
北
海
道
文

学
館
発
足
記
念『
物
語
・
北
海
道
文
学
盛
衰

史
』出
版
記
念
文
芸
講
演
会
」を
開
催
。北

海
道
文
学
館
理
事
長
と
し
て
更
科
は

「
北
海
道
文
学
館
に
つ
い
て
」と
題
し
た

講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

北海道文学館と『物語・北海道文学盛衰史』

●更科源藏資料紹介

第
110
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

『物語・北海道文学盛衰史』
1967年６月・河出書房新社刊

『北海道文学館趣意書』
1967年10月刊

1966年10月25日から開催された「北海道文学展」
中央が更科

１人おいて右に伊藤整日本近代文学館理事長（当時）

1967年６月27日に開催された文芸講演会で講演する更科

18
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▼
平
成
26
年
度
接
種
対
象
者

�

今
年
度
、65
・
70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

１
０
０
・
１
０
５
歳
に
な
る
方
。　

�

今
年
度
60
～
64
歳
に
な
る
方
で
、厚
生

労
働
省
令
に
定
め
る
障
が
い
の
あ
る

方
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進
課 

健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５

（
課
直
通
）ま
で
。

　

先
月
号
の
広
報
て
し
か
が
に
、
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
一
部
助
成
の
申
請
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
し
た
。今
回
は
、肺
炎
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

肺
炎
は
冬
に
か
か
り
や
す
い
病
気

だ
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
実
は
１
年
中
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
な
の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
肺
炎
は
死
因
の
第
３

位（
平
成
22
年
）と
、多
く
の
方
が
命
を

落
と
し
て
い
る
病
気
で
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、肺
炎
で
亡
く
な
っ
た
方
の

全
て
が
70
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
か
が
、
肺
炎
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
高
齢

者
の
方
に
と
っ
て
侮
れ
な
い
病
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。

予
防
す
る
に
は

　

肺
炎
予
防
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
有
効
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

基
本
的
に
は
、
風
邪
の
予
防
と
一

緒
で
す
。う
が
い
・
手
洗
い
・
規
則
正
し

今月の保健師

岡 田　彩 子 さん

肺
炎
に
気
を
付
け
て
！

い
生
活
。他
に
は
、歯
磨
き
や
食
事
の

誤ご

嚥え
ん（
食
べ
物
な
ど
が
食
道
で
は
な

く
、
誤
っ
て
気
管
な
ど
に
入
っ
て
し

ま
う
こ
と
）の
予
防
な
ど
も
大
切
で
す
。

予
防
接
種
の
活
用
を

　

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
、
入
院

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
で
は
な
く
、
一
般
社
会
生
活
を
送

っ
て
い
る
方
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
、
高
齢
者
の
方
や
基
礎
疾
患

（
心
臓
・
呼
吸
器
の
慢
性
疾
患
、腎
不
全
、

肝
機
能
障
害
、
糖
尿
病
な
ど
）の
あ
る

方
は
重
症
化
し
や
す
い
の
で
、
予
防

接
種
に
よ
る
予
防
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
健
康
な

方
で
は
５
年
間
は
効
果
が
持
続
す
る

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
毎
年
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。町
の
助
成

は
１
回
で
す
が
、
再
接
種
を
検
討
す

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
２
回
目
接
種
の
際

に
接
種
部
位
が
赤
く
な
っ
た
り
腫
れ

た
り
し
ま
す
。再
接
種
は
、前
回
か
ら

５
年
以
上
の
間
隔
を
必
ず
開
け
て
く

だ
さ
い
。

　

今
年
度
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
の
助
成
対
象
と
な
る
方
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

野菜をもぉ～っと食べましょう！
お手軽野菜料理レシピ

アスパラの焼き浸し

【材料（２人分）】

アスパラ　　　　　　　　　　２束（細めのもの）
しょうゆ　　　　　　　　　　大さじ１くらい
みりん　　　　　　　　　　　小さじ２くらい
水　　　　　　　　　　　　　大さじ２～３
削り節　　　　　　　　　　　ふたつまみ
【作り方】

①�調味料と水、削り節を混ぜ合わせる。
②�アスパラは根に近い部分の固い皮をむき、半分に
切って魚焼きグリルなどで強火で焼く。

③②を熱いうちに①に浸して、そのまま冷ます。

アスパラのツナマヨネーズあえ

【材料（２人分）】

アスパラ　　　　　　　　　　１束（150gくらい）
ツナ　　　　　　　　　　　　１缶（80g）
ごま　　　　　　　　　　　　ふたつまみ
マヨネーズ　　　　　　　　　適量
【作り方】

①�アスパラは根に近い部分の固い皮をむき、食べやす
い大きさに切って器に入れ、ラップをかけて電子レ
ンジで１～２分加熱し、冷ます。

②�ツナの油を切り、ごまとマヨネーズを混ぜ、①を和
える。

チンゲンサイのとろろ昆布煮

【材料（２人分）】

チンゲンサイ　　　　　　　　３株
水　　　　　　　　　　　　　１カップ弱
麺つゆ　　　　　　　　　　　適量
とろろ昆布　　　　　　　　　２～３つまみ
【作り方】

①�チンゲンサイは一口大に切り、茎の部分と葉の部分
に分ける。

②�鍋に水と麺つゆを入れ（味の濃さは好みで調節して
ください）、チンゲンサイの茎を入れて火にかける。
茎に火が通ったら、葉を入れてさっと煮て、とろろ
昆布をほぐし入れる。

キャベツとベーコンのホイル焼き

【材料（２人分）】

キャベツ　　　　　　　　　　中1/3個
スライスベーコン　　　　　　２枚
スライスチーズ　　　　　　　２枚
酒　　　　　　　　　　　　　小さじ１～２
塩・こしょう　　　　　　　　 少々
【作り方】

①�キャベツはくし型切りで半分に切り、大きめに切っ
たアルミホイルに乗せ、塩コショウと酒をふりかけ
る。一口大に切ったスライスベーコンを上に乗せ
て、ぴっちり包む。

②�①をオーブンかオーブントースターで10～15分く
らい焼く。焼けたら熱いうちにスライスチーズを乗
せる。

※�ベーコンの代わりにハムやツナを使ってもおいし
いです。キャベツのほかにも、玉ネギやジャガイモ
などを包んでもおいしく作れます。

セロリと昆布のしょうゆ漬け

【材料（２人分）】

セロリの茎　　　　　　　　　１本（100gくらい）
昆布　　　　　　　　　　　　５㎝
赤トウガラシ　　　　　　　　１本
しょうゆ　　　　　　　　　　大さじ１
みりん　　　　　　　　　　　大さじ1/2
【作り方】

①�セロリの茎は、筋を取って１～２㎝幅に斜めに切
る。昆布は細く切る。赤トウガラシは種を取る。

②�厚手のビニール袋などに①としょうゆ、みりんを入
れて空気を抜き、冷蔵庫で半日くらい置く。

※冷蔵庫で２～３日保存することができます。

　今回は、手軽に作れる野菜料理をご紹介します。

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

瀬
せ

川
がわ

　樹
いつき

 ちゃん櫻
さくら

岡
おか

　蒼
あお

人
と

 ちゃん

湯
ゆ

本
もと

　結
ゆ

月
づき

 ちゃん
ふじ

原
わら

 悠
ゆう

太
た

郎
ろう

 ちゃん

黒
くろ

萩
はぎ

　桜
さ

玖
く

 ちゃん

原
はら

　晃
こう

誠
せい

 ちゃん

大
おお

野
の

　新
あら

太
た

 ちゃん

野
の

表
おもて

　百
もも

姫
ひ

 ちゃん

今
いま

川
がわ

　航
こう

太
た

 ちゃん

田
た

代
しろ

　真
まな

翔
と

 ちゃん髙
たか

橋
はし

　愛
あ

月
づき

 ちゃん

池 田　碧 妃 さん

新しい保健師です
よろしくお願いします

　この４月から保健師として採用され、弟子屈町に
来ました。出身は恵庭市で、名寄市立大学看護学科に
４年間通っていました。
　道央・道北で暮らしていた私にとって、初めての道
東は分からないことだらけですが、まずは住民の一人
として弟子屈町のことを知っていきたいと思います。
　保健師として皆さんの健康のお手伝いができるよ
う頑張りますので、これからよろしくお願いいたし
ます。
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少
年
野
球

教
室「
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー

ツ
IN
て
し
か

が
」（
町
体
育

協
会
、
町
文

化
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
本

部
主
催
）が
、

４
月
27
・
29
の
両
日
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
グ
ル
ー
プ
所
属
の
牧

谷
宇
佐
美
氏
、
高
口
隆
行
氏
。い
ず
れ
も

元
プ
ロ
野
球
選
手
で
す
。参
加
者
は
小
学

生
と
中
学
生
に
分
か
れ
、
ボ
ー
ル
の
投
げ

方
や
受
け
方
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
方
法
な
ど

の
基
本
的
な
動
作
の
ほ
か
、
試
合
形
式
の

守
備
練
習
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
に
よ
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
や
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
も
行
わ
れ
、
そ
の
迫
力
に
参

加
者
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

野
球
教
室
は
６

月
１
日
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
７
月

に
は
、
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
IN
て
し

か
が
サ
ッ
カ
ー
教

室
、
８
月
に
は
陸

上
教
室
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

５
月
８
日
～
25

日
に
、
公
民
館
サ

ー
ク
ル
・
ク
ラ
フ
ト

バ
ン
ド「
紅
丸
」の

皆
さ
ん
に
よ
る
作

品
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド（
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
を
再
利
用
し
て
作
ら
れ
た
帯
状

の
ひ
も
）で
作
ら
れ
た
バ
ッ
ク
や
か
ご
、人

形
、
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
91
点
を
展
示
。配

色
や
デ
ザ
イ
ン
の
素
晴
ら
し
い
作
品
で

ロ
ビ
ー
が
華
や
か
に
な
り
、
訪
れ
た
方
々

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
講
座「
公
民
館
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
も
う
」が
５
月
14
日
、17
人
参
加
の
も

と
町
公
民
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
、
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
体
育
振
興
係
の
三
上
哲
係
長
の
指
導

の
も
と
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
、
ペ
タ
ン

ク
、
吹
き
矢
の
３
種
目
に
挑
戦
。ル
ー
ル

を
覚
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら

は「
楽
し
か

っ
た
。
ま
た

挑
戦
し
た

い
」な
ど
の
声

も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

５
月
10
・
11
の
両
日
、紋
別
市
で
第
23
回

オ
ホ
ー
ツ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
、
摩
周
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
か
ら
８
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、戸
田
勇
大
君（
川
湯
中
学
校

２
年
）が
50
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
で
２
位
、芝
田

洸
太
郎
君（
弟
子
屈
小
学
校
６
年
）が
バ
タ

フ
ラ
イ
50
㍍
で
２
位
、
１
０
０
㍍
で
１

位
、
濱
岡
菜
月
さ
ん（
川
湯
小
学
校
６
年
）

が
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
で
２
位
に
輝
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、濱
岡
日
菜
さ
ん（
弟
子
屈
高
校
１

年
）、
德
永
雅
大
君（
川
湯
中
学
校
３
年
）、

戸
田
勇
大
君（
同
２
年
）、戸
田
大
地
君（
同

１
年
）、
芝
田
遙
夏
さ
ん（
弟
子
屈
中
学
校

２
年
）、菅
野
佑
君（
弟
子
屈
小
学
校
６
年
）、

芝
田
洸
太
郎
君（
同
）、
筒
渕
栞
さ
ん（
同
）、

濱
岡
菜
月
さ
ん（
川
湯
小
学
校
６
年
）が
、第

37
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
夏
季
水
泳
競
技
大
会
北
海
道
予
選

会
の
標
準
記
録
を
突
破
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全

道
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

摩周スイミングスクール大活躍

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
で

人
命
救
助
を
学
ぶ

　

町
教
育
委
員
会
主
催
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り 

扱
い
説
明
会
と
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
が 

５
月
20
日
、
弟
子
屈
消
防
署
の
協
力
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
学
校
職
員
や
各
ス
ポ
ー

ツ
団
体
員
、
福
祉
関
係
者
な
ど
37
人
が
参

加
。身
近
な
も
の
で
で
き
る
応
急
手
当
な

ど
、
万
が
一
に
備
え
た
人
命
救
助
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ 

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。貸
し
出

し
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
講
習
会
を
過
去
２
年
以
内
に
受
講
さ

れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

人形を使ってＡＥＤの操作を実践

①
藻
琴
山
登
山

▼�

日
時
／
７
月
５
日
㈯

　

８
時  

町
公
民
館
前
出
発（
雨
天
中
止
）

▼
講
師
／
摩
周
山
岳
協
会　
　
　
　
　

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
30
人

※
小
学
生
の
方
は
保
護
者
同
伴

▼
参
加
料
／
無
料

▼�

持
ち
物
／
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
・
帽
子
・

タ
オ
ル
・
お
弁
当
・
飲
み
物（
水
・
お
茶
）

携
帯
食
・
敷
物
・
カ
ッ
パ（
必
ず
用
意
）

▼
申
込
締
切
日
／
６
月
25
日
㈬　
　
　

②
洋
裁
講
座

　

簡
単
に
で
き
る
チ
ュ
ニ
ッ
ク（
丈
が
長

め
の
ブ
ラ
ウ
ス
）を
作
り
ま
す
。

▼�

日
時
／
７
月
７
日
㈪
・
14
日
㈪
の
全
２

回
、い
ず
れ
も
10
時
か
ら
正
午

▼
場
所
／
町
公
民
館　

研
修
室

▼
講
師
／
高
橋
加
代
子
さ
ん

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
15
人

※�

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼�

参
加
料
／
材
料
費
が
２
千
円
前
後
か

か
り
ま
す
。

▼�

持
ち
物
／
裁
縫
道
具（
ハ
サ
ミ
・
待
ち
針
・

し
つ
け
糸
・
チ
ャ
コ
ペ
ン
シ
ル
）、
30
㌢

も
の
さ
し

▼
申
込
締
切
日
／
６
月
25
日
㈬

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
①
、②
と

も
に
弟
子
屈
町
公
民
館
☎
４
８
２
‐
２

　

３
４
０
ま
で
。

　

５
月
の

生
き
が
い

講
座
弟
子

屈
学
級
は

「
あ
の
町

こ
の
町
を

訪
ね
て
・

宿
泊
研
修
」。５
月
８
日
か
ら
９

日
の
１
泊
２
日
で
行
わ
れ
、
32
人

の
学
級
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
阿
寒
湖
温
泉
で
芝

居
鑑
賞
を
満
喫
。２
日
目
は
、
つ

べ
つ
木
材
工
芸
館
や
美
幌
博
物

館
を
見
学
し
ま
し
た
。津
別
で
は
、
満
開

の
桜
の
下
で
記
念
撮
影
。博
物
館
で
は
、

美
幌
町
の
川
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然

と
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
心
に
残
る

楽
し
い
宿
泊
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
の
参
加
者
募
集
！

「生きがい講座」で学んでいます

桜の下で記念撮影（津別町）

　

屈
斜

路
コ
タ

ン
ア
イ

ヌ
民
俗

資
料
館

で
は
イ

※

ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

入
館
特
別
割
引
券
を
道
の
駅「
摩
周
温

泉
」で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

館
内
で
は
、
ア
イ
ヌ
文
様
刺
し
ゅ
う

し
お
り
作
り
や
、
民
族
衣
装
の
試
着
体

験
な
ど
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。ご
来
館
を

しおり（上）と試着衣装（下）

じ
ん
わ
り
良
い
汗
か
き
ま
し
た

公
民
館
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

　

５
月
15
日
に
、
弟
子
屈
町
郷
土
資
料
収

蔵
庫「
て
し
か
が
の
蔵
」周
辺
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
・
て
し
か
が
郷
土
研
究

会
が
中
心
と
な
り
、
摩
周
ウ
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
、
湯
元
親
交
会
、
中

央
商
店
会
、
弟
子
屈
郵
便
局
な
ど
か
ら
30

人
以
上
が

参
加
し
て

作
業
を
実

施
。枝
や
落

ち
葉
な
ど

を
、ご
み
袋

30
袋
分
集

め
ま
し
た
。

協力し合って清掃

お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

▼�

開
館
期
間
／
10
月
31
日
㈮
ま
で

（
期
間
中
無
休
）

▼�

ア
イ
ヌ
文
様
刺
し
ゅ
う
し
お
り
作
り

体
験
／
所
要
時
間
30
分
程
度　

午
前

の
部
・
９
時
～
正
午　

午
後
の
部
・
14

時
～
16
時
。

▼�

入
館
料
／
大
人
通
常
４
０
０
円（
特
別

割
引
券
利
用
で
３
４
０
円
）・
小
人
通

常
２
８
０
円（
同
２
０
０
円
）

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア

イ
ヌ
民
俗
資
料
館
☎
４
８
４
‐
２
１

　

２
８
ま
で
。

色鮮やかなクラフト作品

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
公
式
戦
の
観
戦
ツ
ア

ー
を
実
施
し
ま
す
。

▼�

対
戦
／
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
対
埼
玉
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ

▼
期
日
／
７
月
６
日
㈰

▼�

会
場
／
釧
路
市
民
球
場

▼
定
員
／
35
人

▼
入
場
料（
外
野
自
由
席
）


中
学
生
以
下　

５
０
０
円


高
校
生
以
上　

１
千
円

▼�

送
迎
バ
ス
／
公
民
館
前
９

時
出
発
・
公
民
館
前
到
着
18
時

30
分
こ
ろ

※�
チ
ケ
ッ
ト
の
み
の
購
入
、
チ

ケ
ッ
ト
を
用
意
さ
れ
た
方

の
バ
ス
の
み
の
利
用
も
で

き
ま
す
。

※�

悪
天
候
の
た
め
ゲ
ー
ム
が

中
止
の
場
合
は
、
教
育
委
員

会
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
体
育
振
興
係
☎
４
８
２
‐

２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

大活躍の選手たち

公民館ロビー展

真剣にゲームに取り組む受講生

屈
斜
路
コ
タ
ン 

ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館
に
来
ま
せ
ん
か

※イランカラプテ…アイヌの言葉で「あなたの心にそっと触れさせてください」の意

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
IN
て
し
か
が

野
球
教
室
を
開
催

元プロ野球選手の指導を受けながら

指導者を囲んでの記念撮影

プロ野球
イースタンリーグ観戦ツアー

参加者を募集

22



25

町の話題

町の話題

24

　

町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園

と
北
海
道
厚
生
農
業
協
同
組
合
連

合
会
が
運
営
す
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
摩
周
の
移
転
新
築
工
事
に

か
か
る
地
鎮
祭
が
５
月
12
日
、
摩

周
厚
生
病
院
横
の
建
設
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
鎮
祭
に
は
、德
永
町
長
、同
連

合
会
の
奥
野
岩
雄
代
表
理
事
ほ
か

工
事
関
係
者
や
地
域
の
方
な
ど
約

１
０
０
人
が
出
席
。工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

両
施
設
の
移
転
新
築
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
４
月
に
設
計
に
着

手
。新
し
い
施
設
の
居
室
は
全
て

個
室
と
な
り
ま
す
。隣
接
す
る
摩
周
厚
生

病
院
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
り
、
医
療
と

福
祉
の
連
携
が
一
層
図
ら
れ
る
ほ
か
、
施

設
内
に
は
地
域
交
流
ホ
ー
ル
も
設
置
。入

居
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
な

る
ほ
か
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
も

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

德
永
町
長
は「
長
年
住
み
慣
れ
た
土
地

で
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
老
後
を
過
ご

せ
る
よ
う
な
施
設
に

し
た
い
。そ
う
し
た
役

割
を
い
か
に
し
て
担

う
か
を
、よ
り
一
層
考

え
て
い
き
た
い
」と
、

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

両
施
設
は
来
年
２

月
完
成
予
定
。同
３
月

か
ら
入
居
で
き
る
見

込
み
で
す
。

　

町
と

㈱
宮
田

電
気（
宮

田
信
昭

代
表
取

締
役
）

が
５
月

19
日「
災

害
時
に

お
け
る

弟
子
屈
町
所
管
施
設
等
の
応
急
措
置
に
関

す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
、
町
が
所
有
す
る
非
常
用

発
電
機
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
に
つ
い
て
同

社
か
ら
協
力
を
仰
ぐ
た
め
の
防
災
協
定
を

結
ん
だ
も
の
で
す
。３
月
に
は
㈱
大
栄
電

業（
近
江
屋
良
子
代
表
取
締
役
）と
も
、
同

様
の
防
災
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
同
日
、
町
と
釧
根
地
方
石
油
業
協

同
組
合
弟
子
屈
支
部（
藤
田
文
明
支
部
長
）

は「
災
害
時
に
お
け
る
石
油
類
燃
料
の
供

給
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま

し
た
。

　

災
害
時
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

非
常
事
態
に
、
緊
急
車
両
や
災

害
対
策
上
重
要
な
施
設
、
避
難

所
、医
療
機
関
、社
会
福
祉
施
設

な
ど
に
石
油
燃
料
類
を
優
先
的

に
提
供
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

防
災
協
定
で
す
。協
定
締
結
式

に
は
藤
田
支
部
長
ほ
か
同
組
合

員
４
人
が
出
席
。藤
田
支
部
長

と
德
永
町
長
が
協
定
書
を
交
わ

し
ま
し
た
。　

業種を生かし災害時に協力
電気工事業２社・石油業協同組合と

防災協定を締結

住み慣れた土地で
いきいきとした老後を

養護老人ホーム倖和園・特別養護老人ホーム摩周
地鎮祭

くわ入れを行う德永町長と奥野代表理事（右）

地域の役に立ちたい

社会貢献いろいろ

24

　開成建設工業㈱（小澤由明代表取締役）の皆さん

が４月24日に昭栄小学校、５月12日に弟子屈小

学校のグラウンド整備を行いました。子どもた

ちの喜ぶ顔が見たいと毎年行っています。

　４月24日には、町営球場の整備も実施。丁寧に

転圧を行いました。

　明盛建設㈱（藤田利道代表取締役）の皆さんが４

月24日、弟子屈小学校前の町道清掃を行いました。

子どもたちや地域の方のためにと行ったもので、

約20人が参加。土埃などを丁寧に回収したほか、

桝
ます

（マンホール）の清掃も行いました。。

　５月23日には、別川河川敷と道路沿いなど

の清掃を行いました。社内安全大会の実施に合

わせて毎年行っているもので、20年近くになり

ます。約40人が、上流へ向かうルートと下流に向

かうルートの二手に分かれて、火ばさみと袋を

手にごみを拾い集めました。

　㈱多田塗装（多田征人代表取締役）の皆さんが４

月26日、道の駅「摩周温泉」駐車場の区画線引きと

塗装作業を行いました。観光客や町民の皆さん

が快適に利用できるようにと行ったもので、皆

さん丁寧に作業を行っていました。

　クニオカ工業㈱（今誠代表取締役）と㈱今道東建

設工業（同）の皆さんが５月９日、川湯の敷島みど

り橋付近で湯川排水路や河川敷の清掃を行いま

した。地域の方や観光客に喜んでほしいとクニ

オカ工業が2005年から毎年行っているもので、

今年で10回目。２社合同で行うのは４回目です。

上流に向かう班と下流に向かう班の２班に分か

れ、ごみを拾い集めました。

　５月15日には、昨年に引き続き２社合同で川

湯小学校のグラウンド整備を行いました。除草

や転圧、傾斜の修正などを行いました。

　東星渡部建設㈱（山村五十三代表取締役）の皆さ

んが５月21日、奥春別小学校と川湯中学校のグ

ラウンド整備を行いました。子どもたちのため

にと毎年行っているもので、除草や転圧など、丁

寧に作業を行っていました。

協定書を交わす宮田代表取締役（左）と德永町長

調印式を終えて（右から３人目が藤田支部長）

工事の安全を祈る出席者
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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　川湯エコミュージアムセン
ターの２階ギャラリーで５月
３日～31日に、今井巧さん（川
湯温泉在住）の「バードカービ
ング展」が行われました。
　バードカービングとは、木

を素材に鳥を彫り出し、色づけして足を仕上げ、台座に止ま
らせて完成させるもの。今回は、置き型と壁掛け型合わせて
約30点が並びました。生き生きとした鳥の姿はもちろん、流
木のように見える枝や背景なども手作りしていることを知
ると、見学していた方からは驚きの声があがっていました。
　今井さんは「身近な自然を見直し、環境の大切さを再認識
してほしい」と話していました。

５月３日～31日

今にも飛び立ちそうな木の鳥を鑑賞

川湯ＥＭＣでバードカービング展

　川湯温泉ま
ち・川湯第３・
川湯敷島町・
川湯みどり・
川湯駅前各自
治会の皆さん
が ４ 月25日、
川湯跡佐登自

治会の皆さんが５月７日、川湯温泉市街地と川湯駅前地区
の清掃を行いました。
　観光シーズンの幕開けを前に地域をきれいにしたいと、
例年この時期に行っています。約290人が参加し、合計で軽
トラック13台分、2,090キロのごみを集めました。

自分たちの町をきれいに

川湯地区の皆さんが清掃活動
道
路
な
ど
を
丁
寧
に
清
掃

今
井
さ
ん（
右
）か
ら
制
作
秘
話
を
聴
く

４月25日・５月７日

　川湯防火管理協
議会（小泉裕会長）
では４月21日、川
湯小学校の１年生
に消火器型のえん
ぴつ削りと消しゴ
ムのセット、川湯
保育園児には消防

車のお話などの絵本を贈りました。
　春の火災予防運動に合わせて、毎年行っています。「ひあそ
びはしません」と書かれたポケットティッシュも配布し、子
どもたちに火の用心を呼び掛けました。子どもたちはプレ
ゼントに歓声を上げ「火遊びはしません」と約束しました。

火遊びは絶対にしないでね

川湯防火管理協議会が子どもたちにプレゼント
園
児
に
絵
本
を
手
渡
す
小
泉
会
長（
右
）

　自衛官募集相談員
の委嘱状交付式が５
月16日、役場で行わ
れました。
　自衛官募集相談員
は、自衛官を希望す
る方への情報提供な

ど、自衛官募集に関する事務について地域での協力をお願
いしている方で、任期は６月１日～2016年５月31日の２年
間。德永町長と山下和敏自衛隊帯広地方協力本部長の連名
により委嘱されます。今回委嘱されたのは、中村友一さん、
山田定雄さん、奈良道憲さんの３人。今後２年間にわたっ
て、募集広報について活動していただきます。

５月16日

地域からより多くの自衛官を

自衛官募集相談員に委嘱状を交付

　農業青年で組織
する弟子屈町４H
クラブ（猪狩大輔会
長）の皆さんが５月
15日、９○○草原に
続く町道（別平和
線）のごみ拾いを行
いました。

　毎年、この時期に行っています。当日は曇天ではありまし
たが、暖かい中の作業となりました。
　例年よりも比較的ごみは少なかったものの、空き缶やペ
ットボトルを中心に、中にはプランターに使う柵などもあ
りました。約１時間の作業で10キロのごみを拾いました。

観光客が多く訪れる場所をきれいに

弟子屈町４Ｈクラブが町道でごみ拾い

　和琴小学校（森敏隆校
長）の３・４・５年生の児童
が５月15日、総合的な学
習の時間でバリアフリー
について学びました。
　バリアフリーについて

学ぶのは今回が初めて。弟子屈町社会福祉協議会から車椅
子を借り、乗り手と押し手それぞれの立場を体験しました。
子どもたちは、役場前駐車場から図書館や役場庁舎へ。図書
館では押し手が本を取ってあげたり、トイレまでの介助な
どにも挑戦しました。歩道の段差など車椅子にとって危険
な箇所などにも気づき「乗る人の気持ちになって車椅子を押
すのは大変だった」などの感想が聞かれました。

車椅子には少しの段差も大変なんだね

和琴小児童がバリアフリーについて学ぶ
手
分
け
し
て
ご
み
拾
い
を
行
う
メ
ン
バ
ー

委
嘱
状
を
受
け
取
る
中
村
さ
ん（
右
）と
山

田
さ
ん（
右
か
ら
２
人
目
）※
奈
良
さ
ん
は
欠
席

５月15日

　町が指定した名木を
巡るツアーが、５月20日
に開催されました。
　名木は、地域の象徴
とされているものや歴
史的価値があるもの、
景勝上優れているもの

などを2006年に指定。ツアーは2007年から春と秋の年２回開
催され、春は桜を中心に行われています。今回も根釧西部森
林管理署との共催で、釧路市などから28人が参加。名木の選
考委員長を務めた須田文男さんの説明を聞きながら見学し
ました。今年はあいにく桜の時期は終わってしまっていま
したが、好天の中、名木の見事な姿に見入っていました。

ふるさとの良さを再認識

春のツアーで名木を観賞

５月20日

名
木
に
目
を
細
め
る
参
加
者

　川湯温泉街と
ぬかびら温泉郷
（上士幌町）で働く
若者の意見交換
会・交流会が５月
13日、川湯温泉で
行われました。

　両温泉は日本源泉かけ流し温泉協会に加盟していて、年
に一度開催される源泉かけ流し全国温泉サミットなどを機
に交流しています。今回は10人が参加し、お互いの温泉地が
抱える課題などについて意見を交換。双方が連携してイベン
トを開催したいなどの意見が出されました。次回は、川湯温
泉の若者がぬかびら温泉郷を訪ね、意見を交わす予定です。

源泉かけ流しを縁に相互振興を

川湯温泉とぬかびら温泉郷の若者が交流
今
後
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換

階
段
上
れ
る
か
な

５月15日

５月13日

　釧路北部消防事務組
合川湯消防団（濱岡正次
団長）と川湯消防支署（村
山和也支署長）では４月
26日、毎年恒例の放水訓
練を行いました。

　消防職団員の放水技術の向上と、観光シーズンの到来に
合わせて雪解け後に残ったごみなどを洗い流し、川湯温泉
街をきれいにする目的で実施されています。今年は32人が
参加。ホースを巧みに操り、道路にたまった枯葉などをきれ
いに洗い流しました。
　職団員は、きれいになっていく道路と街並みに、川湯温泉
街の火の用心と防災の誓いを新たにしていました。

４月26日

放水技術の向上ときれいな街並みを目指して

川湯消防団川湯支署が道路で放水訓練
道
路
清
掃
を
兼
ね
て
放
水
訓
練

　川湯エコミュージアム
センター主催の阿寒国立
公園指定80周年記念・自然
ふれあい行事「春の野鳥 探
鳥観察会」が５月11日、町内

外から15人が参加して、和琴半島で行われました。
　講師は、摩周・屈斜路パークボランティア会員で、日本野鳥
の会釧路支部長も務める黒澤信道さん。鳥の声を頼りに、双
眼鏡やフィールドスコープ（望遠鏡の一種）を使って主を探し
たり、動きを観察したりしました。確認できたのは水鳥や年
間を通して姿が見られる留

りゅう

鳥
ちょう

、春から秋にかけて生息する
夏鳥など25種類。参加した皆さんは、説明を聞きながらのバ
ードウオッチングを楽しみました。

たくさんの鳥を見つけられました

川湯ＥＭＣの自然ふれあい行事
好
天
に
恵
ま
れ
た
観
察
会

５月11日

　環境省釧路自然環境事務所
主催の阿寒国立公園指定80周
年記念「シマフクロウ勉強会～
森の番人シマフクロウと共に
生きるためには？～」が５月11

日、屈斜路ウオータースポーツ交流公園で行われました。
　町内外から約50人が参加。猛禽（もうきん）類医学研究所（釧
路市）の渡辺有希子獣医師が、シマフクロウが絶滅危惧種に
指定された理由などについて説明しました。会場には、先天
性疾患のため野生復帰が困難なシマフクロウ親善大使「チ
ビ」も登場。川湯自然保護官事務所の中原一成自然保護官は
「シマフクロウ保護のために、自分たちでできることを何か
一つでもよいので考えてもらいたい」と話していました。

シマフクロウを守るためにできることは

環境省主催のシマフクロウ勉強会
間
近
で
観
察
し
て
関
心
高
め
る

５月11日 ４月21日
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光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
快
適

な
情
報
通
信
を

　

弟
子
屈
町
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

整
備
に
よ
っ
て
町
内
全
域
が
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線

の
高
速
化
）さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難

視
聴
地
域
用
）が
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
活
用
し
、情
報
通
信
サ
ー
ビ

ス
を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

接
続
に
当
た
っ
て
ご
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
政
策
調
整
係
☎
４
８
２

‐
２
９
１
３（
課
直
通
）ま
で
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
事
前
選
考

　

平
成
27
～
29
年
度
に
、
町
長
の
指

定
を
受
け
て
介
護
保
険
の「
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
」を
開
始
し
よ

う
と
す
る
事
業
者
の
事
前
選
考
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

第
６
期
弟
子
屈
町
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
本
町
の
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
量
の
見

込
み
を
定
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.tow
n.teshikaga.hokkaido.

jp/

）か
、役
場
健
康
推
進
課
介
護
保
険

係
に
あ
る
事
前
選
考
申
請
要
綱
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼�

申
請
受
付
期
間
／
６
月
２
日
㈪
～

６
月
20
日
㈮（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

の
８
時
45
分
～
17
時
30
分

❑�

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健

康
推
進
課
介
護
保
険
係
☎
４
８
２

‐
２
９
３
５（
課
直
通
）ま
で
。

農
業
者
経
営
所
得
安
定

対
策
の
申
請
を

　

麦
や
テ
ン
サ
イ
な
ど
、
対
象
と
な

る
畑
作
物
を
作

付
け
し
た
販
売

農
家
の
所
得
を

補
償
す
る「
農
業

者
経
営
所
得
安

定
対
策
」事
業
の

交
付
申
請
が
４

月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
に
は「
経
営
所
得
安

定
対
策
等
交
付
金
申
請
書
」「
経
営
所

得
安
定
対
策
等
の
交
付
金
に
係
る
営

農
計
画
書
」が
必
要
で
す
。

　

交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
農
業
者

の
方
は
、
６
月
30
日
㈪
ま
で
に
交
付

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

対
象
作
物
／
麦
・
大
豆
・
テ
ン
サ
イ
・

で
ん
ぷ
ん
原
料
用
バ
レ
イ
シ
ョ
・

ソ
バ
・
菜
種

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
農
林
課
農

政
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
６（
課
直

通
）ま
で
。

女
性
の
た
め
の
な
ん
で

も
相
談
所
開
設

　

性
差
別
に
よ
る
人
権
侵
害
の
救
済

を
推
進
す
る
た
め
、
女
性
の
悩
み
事

や
困
り
事
の
相
談
に
応
じ
る「
女
性

の
た
め
の
な
ん
で
も
相
談
所
」を
開

設
し
ま
す
。

▼�

日
時
／
７
月
５
日
㈯　

13
時
30
分

～
15
時
30
分（
予
約
不
要
）

▼�

場
所
／
釧
路
市
交
流
プ
ラ
ザ
さ
い

わ
い　

３
階
小
ホ
ー
ル

▼�

相
談
担
当
者
／
釧
路
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
所
属
の
弁
護
士
・
男
女

共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
・
女
性

の
人
権
擁
護
委
員

▼
相
談
料
／
無
料

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
事
務
局
☎
０
１
５
４


５
０
１
４
ま
で
。

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼�

日
時
／
６
月
22
日
㈰　

10
時
～
16

時
▼�

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路

市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森

ビ
ル
）

▼�

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
６
月
20
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

堤
防
の
刈
草
を
提
供
し

ま
す

　

釧
路
河
川
事
務
所
で
は
、
釧
路
川

の
堤
防
保
護
と
河
川
環
境
保
全
を
目

的
に
堤
防
除
草
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
除
草
工
事
で
発
生
し
た
刈

草
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、再
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
引
き
渡
し
場
所

��

釧
路
市
＝
新
釧
路

川　

鶴
見
橋
～
釧

路
湿
原
大
橋

�

標
茶
町
＝
開
運
橋

〜
と
き
わ
橋

��

弟
子
屈
町
＝
下

別
橋
下
流
、
萬

翠
橋
下
流

▼�

引
き
渡
し
時
期
／
７
月
下
旬
～
８

月
下
旬
の
う
ち
１
回
を
予
定

▼�

費
用
／
無
料
。た
だ
し
、河
川
敷
に

置
い
て
あ
る
刈
草
ロ
ー
ル
を
ご
自

身
で
積
み
込
み
、運
搬
で
き
る
方
、

お
よ
び
転
売
目
的
と
し
な
い
方
に

限
り
ま
す
。

▼�

申
し
込
み
締
め
切
り
／
６
月
13
日

㈮
❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
北

海
道
開
発
局
釧
路
開
発
建
設
部
釧

路
河
川
事
務
所
計
画
課
維
持
補
修

係
☎
０
１
５
４

８
４
４
４
ま
で
。

６月　アリーナ町民開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　休＝休館日
（時間帯は18：00〜21：00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

釧路市立美原中学校宿泊研修（荒天時）

今月の主な行事予定
１日
２日

体育協会野球教室（雨天時）
ＪＡ摩周湖青年部・たんぽぽの会

４日
釧路市立大楽毛中学校宿泊研修（雨天時）５日

23～30日ＡＩＥ北海道合宿

11・12日
10日釧路市立幣舞中学校宿泊研修

日

日
区 

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

18 20 21 22 24 25 26 27 28 29

金 土 水火月 金 土木火月 日

水月 木 金 日土 木 金 日土水火月 月火
19

区 

分
木日 日

16 17 23 30
◎ ◎ ◎

休

休 休

休

水

◎

５月８日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

川湯屋内温水プール

　川湯屋内温水プールは、施設点検のため５月から臨時休館となっています。点検は７月までかかる

見込みです。休館に伴い、各水泳教室もお休みします。

　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。開館については、広報紙などでお知らせします。

❑問い合わせ先／川湯屋内温水プール☎４８３‐２０７２まで。

７月まで臨時休館します

巡回児童相談のお知らせ
　釧路児童相談所による巡回児童相談が今年度、

町内で３回開催されます。

　巡回児童相談は、児童相談所を利用することが

困難な地域の児童に関する相談について、市町村

を巡回し助言や指導を行うことを目的に開催され

ています。第１回をご希望の方は、６月23日㈪まで

に申し込みください。

▼ �日時（申込期限）

第１回／７月17日㈭　10時30分～15時45分

（６月23日㈪）

第２回／12月11日㈭　11時～15時15分 

（11月17日㈪）

第３回／平成27年２月12日㈭　11時～15時15分

（平成27年１月19日㈪）

▼ �場所／こども発達支援センター

▼内容／発達相談、行動相談

※�人数調整が必要になることがあります。

❑�申し込み・問い合わせ先／こども発達支援セン

ター☎４８２‐３０９３まで。

釧路市立北中学校宿泊研修（荒天時）
21・22日 道東フォークダンス道東日本民踊弟子屈大会
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寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

❑
匿
名　

様

　

▼
現
金　

５
千
円�

　

�

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
寄
附
。

　
　
（�

屈
斜
路
湖
の
水
産
資
源
の
保
護
と

調
査
に
関
す
る
事
業
、
屈
斜
路
湖

周
辺
に
生
息
す
る
希
少
生
物
の
保

護
と
調
査
な
ど
に
関
す
る
事
業
に
）

❑
岡　

田　

薫　

士　

様（
奈
良
県
）

　

▼
現
金　

５
万
円�

　

�

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
寄
附
。

❑
畑　
　
　

光　

昭　

様（
東
京
都
）

　

▼
現
金　

５
万
円�

　


ふ
る
さ
と
寄
附
金
。

❑
土　

屋　

嘉
代
子　

様（
高
栄
２
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

�

亡
夫（
土
屋
満
）が
生
前
お
世
話
に
な

っ
た
お
礼
と
し
て
、福
祉
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。

❑
平　

川　

榮　

子　

様（

別
）

　

▼
現
金　

５
万
円

　

�

亡
夫（
平
川
和
夫
）が
生
前
、
倖
和
園

で
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、

倖
和
園
で
使
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
生
天
目　

ト　

ミ　

様（
奥
春
別
）

　

▼
現
金　

５
万
円

　

�

亡
夫（
生
天
目
德
光
）が
生
前
お
世
話

に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、老
人
ホ
ー

ム
建
設
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
一
般
財
団
法
人
自
然
公
園
財
団

　
　

理
事
長　

熊　

谷　

洋　

一　

様

　

▼
現
金　

１
５
０
万
円

　

�
町
の
観
光
振
興
に
対
す
る
寄
附
金

と
し
て
。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。納
め忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税１期　　　　　　　　 ６月30日㈪
▶国民健康保険税１期　　　　　　６月30日㈪
▶後期高齢者医療保険料１期　　　６月30日㈪
▶介護保険料１期　　　　　　　　６月30日㈪

6月の町税などの納期限

夜間納税窓口開設のお知らせ
　日中、仕事などで役場に来られない方々のため
に、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。ぜひ、
ご利用ください。
▶開設日／６月25日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所
　役場庁舎・川湯支所
❑�問い合わせ先
　�役場税務課☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う

　

電
波
に
ル
ー
ル
が
な
か
っ
た
ら
、

航
空
機
や
消
防
車
、
救
急
車
の
安
全

な
運
行
が
で
き
ず
、
携
帯
電
話
の
安

心
な
利
用
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は

電
波
監
視
を
実
施
し
、適
正
な
電
波
環

境
を
守
っ
て
い
ま
す
。電
波
に
関
す
る

困
り
事
や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑�
問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
総
合
通

信
局
☎
０
１
１
‐
７
３
７
‐
０
０
９

　

�

９（
土
・
日
曜
日
、祝
日
以
外
の
８
時

30
分
～
正
午
、
13
時
～
17
時
）、
メ

ー
ルsoudan-hokkaido@

soum
u.

go.jp

ま
で
。U

R
L
 http://w

w
w
.

soum
u.go.jp/soutsu/hokkaido/

国
立
宮
古
海
上
技
術
短

大
の
学
生
を
募
集

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

（
国
土
交
通
省
所
管
）で
は
、平
成
27
年

度
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
に
は
海
技
資
格
の
特
典
が
付

与
さ
れ
、
海
運
界
や
関
連
産
業
を
中

心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
資
格
や
試
験
日
程
な
ど
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま

た
、
次
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
期
日


見
学
型
／
６
月
14
日
㈯

�

体
験
型
／
７
月
５
日
㈯
・
７
月
26

日
㈯
・
９
月
６
日
㈯

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
国
立
宮
古
海
上

技
術
短
期
大
学
校（
岩
手
県
宮
古

市
磯
鶏
２
‐
５
‐
10
）教
務
課
☎
０

　

１
９
３

５
３
１
６
ま
で
。

電
気
暖
房
器
具
を
片
付

け
る
前
に
点
検
を

　

長
年
使
用
し
た
電
気
毛
布
・
電
気

ミ
ニ
マ
ッ
ト
・
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
、

経
年
劣
化
に
よ
る
火
災
事
故
が
起
き

て
い
ま
す
。日
頃
か
ら
点
検
を
行
い
、

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
シ
ー
ズ
ン
の

終
わ
り
に
も
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▼
チ
ェ
ッ
ク
項
目

�

表
面
の
傷
や
破
れ
、変
色
、ヒ
ー
タ

ー
線
の
露
出
が
な
い
か
。

�

プ
ラ
グ
の
が
た
つ
き
や
、
電
源
コ

ー
ド
の
傷
み
が
な
い
か
。

�
電
源
コ
ー
ド
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

が
熱
か
っ
た
り
、
に
お
い
が
し
た

り
し
て
い
な
い
か
。

�

ヒ
ー
タ
ー
線
の
重
な
り
や
、
折
り

ぐ
せ
は
な
い
か
。

※�

片
付
け
る
際
、コ
ー
ド
を
強
く
巻
き

つ
け
た
り
、操
作
部
に
重
い
も
の
を

乗
せ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
一
般
社
団
法
人

日
本
電
機
工
業
会
暖
房
器
専
門
委

員
会
☎
０
３
‐
３
５
５
６
‐
５
８
８

　

�

７
ま
で
。U

R
L
 http://w

w
w
.je

　

m
a-net.or.jp/

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

注１　※印の団地は、管理費が毎月200〜3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

入居者を募集します町 宅住営

27,000～40,200円Ｈ10 ３ＬＤＫ １  　79.19㎡（３階）※泉団地（中層耐火３階建）
9,000～13,400円Ｓ52 ３ＤＫ １  　53.61㎡美留和団地（簡易耐火平屋建）
14,300～21,200円Ｓ61 ３ＤＫ １  　63.71㎡川湯駅前団地（簡易耐火平屋建）

　☆７日／『あめふり』　ほか２冊

　☆14日／『ちいさいモモちゃんあめこんこん』　ほか２冊

　☆21日／『ぞうくんのあめふりさんぽ』　ほか２冊

　☆28日／『あめぽったん』　ほか２冊

テーマ 『あめふりだって楽しいよ！

○時間／午後１時〜　　○場所／弟子屈町図書館
おはなしはらっぱは毎週土曜日午後１時！ みんな集まれ！

おはなしはらっぱ ６月

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／6月２日㈪〜６月９日㈪（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／６月下旬〜７月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額
※�入居要件や入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方や同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

「広報てしかが」に広告を載せませんか
　町内に事業所がある業者や、町内で活動している団体な

どを対象に、広報紙への広告掲載を行っています。

▼広告１／縦49㎜×横88㎜＝１回につき3,000円

▼広告２／縦49㎜×横180㎜または縦100㎜×横88㎜

＝１回につき5,000円

❑�申し込み・問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調

整係☎４８２‐２９１３（課直通）まで。

申請はお忘れなく

　広報てしかが５月号でお知らせした「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」の申請を受け付け

ています。

　申請期間は８月20日㈬までです。対象になる方は忘れずに期間内に申請を行ってください。

　申請は、役場福祉こども課と川湯支所で受け付けています。

❑�申し込み・問い合わせ先／役場福祉こども課☎４８２‐２９２１（課直通）まで。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金



33 32

日 月 火 水 木 金 土

１ ２３４５６７

８９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30
■問い合わせ先／健 康 健康推進課☎482-2935  町 民 環境生活課☎482-2934  税務 税務課☎482-2914  開 放 おひさま保育園☎482-2444  子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～15:00）

子 育 母親講座「手作り
　おもちゃ｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

開 放 保育園開放「遊んＤａ
　ｙ」（おひさま保育園／
　川湯保育園・9:00～）
健
 康 乳児・３歳児健診（福祉
　センター・9:15～）
健
 康 フッ素塗布（奥春別森
　の保育園・9:20～／福
　祉センター・10:00～）
健
 康 予防接種「ＢＣＧ」（福
　祉センター・14:30～）
税 務 夜間納税窓口開設（役
　場／川湯支所・20:00
　まで）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放日「０～３歳｣
　（川湯駅前交流セ
　ンター・9:30～11
  :30）

子 育 ひなたぼっこ開放「０
　～１歳｣（子育て支援
　センター・9:30～11:
  30／14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・10:
  00～）
健
 康 母子手帳交付（役場
　・10:00～）
税 務 町・道民税１期、国民
　健康保険税１期、後
　期高齢者医療保険料
　１期、介護保険料１期
　納期限

主な予定を掲載しています

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

催 し 植樹祭（元・仁多小
　学校分収林・9:30
　～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

町 民 人権相談（公民館
　／川湯消防会館・
 13:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

催 し 植樹祭（町民農園
　横・9:30～）
健
 康 ９・10カ月相談（福
　祉センター・10:00
  ～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放日「０～３歳｣
　（川湯駅前交流セ
　ンター・9:30～11
  :30）
催 し 苗木無料配布（川
　湯支所前10:30～
　／役場前・14:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

　
　
　
　
　

  

【
４
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

７
、９
２
０
人　
（　
　
　

 

２
）

　
　
　

男　

３
、７
６
７
人　
（　
　
　

 

４
）

　
　
　

女　

４
、１
５
３
人　
（　
　
　

 

６
）

●
世
帯
数　

３
、９
７
６
世
帯（　
　
　

 

15
）

　

谷
田 

雄ゆ
う

助す
け

ち
ゃ
ん 
男 

（
雄
児
）泉
２

　

澤
田 

瑛え
い

斗と

ち
ゃ
ん 
男 
（
芳
伸
）泉
４

　

斎
藤　

義
美
さ
ん（
91
歳
）桜
丘
３

　

髙
橋　
　

勇
さ
ん（
84
歳
）高
栄
２

　

館　
　

鶴
松
さ
ん（
91
歳
）美
里
３

　

平
川　

和
夫
さ
ん（
77
歳
）桜
丘
３

　

淺
井　

范
子
さ
ん（
85
歳
）川
湯
温
泉
１

　

土
屋　
　

満
さ
ん（
73
歳
）高
栄
２

▼
桜
が
散
り
、徐
々
に
緑
が
増
え
て
、本

格
的
な
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。気
温

も
上
が
り
行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
が
、

僕
に
と
っ
て
は
大
変
憂
鬱（
ゆ
う
う
つ
）な

季
節
。数
年
前
か
ら
こ
の
季
節
に
な
る

と
、く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
・
目
の

痒
み
に
悩
ま
さ
れ
、
耳
鼻
科
を
受
診
し

た
と
こ
ろ「
シ
ラ
カ
バ
花
粉
症
」と
の
診

断
。こ
の
１
カ
月
は
薬
と
箱
テ
ィ
ッ
シ

ュ
は
手
放
せ
ま
せ
ん
。鼻
に
詰
め
物
し

な
が
ら
何
と
か
乗
り
切
り
ま
す
。（
渋
田
）

▼
４
月
の
人
事
異
動
で
異
動
し
て
き
ま

し
た
鶴
田
と
申
し
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。新
し
い
部

署
で
の
仕
事
が
と
て
も
新
鮮
で
、
気
持

ち
も
新
た
に
頑
張
ら
な
く
て
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。取
材
の
際
に
は
皆
さ
ん
の

邪
魔
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
何
分
体
が
大
き
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　平成18年６月１日に消防法が改正され、全ての住宅の寝室に住宅用火災警報器の設置が義務
づけられました。
　設置期限は平成23年５月31日までとなっていましたが、設置期限を過ぎた平成25年11月時点
での本町の設置率は86.4％。設置されていない家庭が13.6％あります。
　住宅用火災警報器を設置したことにより、逃げ遅れや火災を未然に防ぐことができた事例が
多く寄せられており、設置による効果は実証されています。大切な命を守るためにも、１日も早
い設置をお願いします。

住宅用火災警報器の電池切れにご注意ください！
　住宅用火災警報器には、電池が切れそうになったときや異常が発生したときに、音や光で知らせ
てくれる機能があります。
　電池の寿命はメーカーや機種によって異なりますが、約10年といわれています。
　住宅用火災警報器は１カ月に一度、定期的な点検を行いましょう。「よく分からない」「自分では電

池交換できない」などといった場合は、住宅用火災警報器の購入店や消防署にお問い合わせください。

消防法違反ではありませんか？

※�お誕生、お悔やみは、4/1～4/30に弟子屈町役場に届け出をされた方のうち、掲載
を希望された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を
希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。


